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信

茂
公
出
陣
の
図 

小
山
田
（
弥
三
郎
）
信
有

の
子 

 

1561

年
、
「
第
四
次
川
中
島

の
戦
い
」
で
高
坂
昌
信
に

従
い
長
尾
景
虎
勢
の
奥
信

濃
衆
（
村
上
義
清
、
高
梨

政
頼
、
井
上
清
政
）
と
戦

い
戦
功
を
挙
げ
た
。

1569

年
、
「
武
蔵
滝
山
城
の
戦

い
」
で
武
田
晴
信
に
従
い

北
条
氏
照
勢
と
戦
い
戦
功

を
挙
げ
た
。

1572

年
、
「
遠

江
三
方
ヶ
原
の
戦
い
」
で

武
田
晴
信
に
従
い
先
陣
を

務
め
、
松
平
元
康
の
家
臣

石
川
数
正
勢
と
戦
い
戦
功
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を
挙
げ
た
。

1575

年
、「
三
河
長
篠
の
戦
い
」
で
武
田
勝
頼
に
従
い
織
田
信
長
・
松
平
元
康
勢
と
戦
い
大
損
害
を
受
け
た
。 

   

天
正

10

年
３
月
、
時
あ
た
か
も
巨
星
落
つ
と
も
例
え
ら
れ
よ
う
武
田
家
、
小
山
田
家
滅
亡
の
時
（

１５８２

年
天
正

１０

年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
の
事
）
と
、
信
茂

公
・
勝
頼
公
が
、
歴
史
の
中
に
思
い
描
い
て
い
た
事
の
実
現
に
向
け
て
計
画
立
て
た
大
岸
壁
に

４４０

年
後
の

２０２２

年
令
和

4

年

3

月
、
岩
殿
山
麓
の
賑
岡
町
井
山
に

あ
る
、
曹
洞
宗
岩
空
山
威
徳
寺
本
堂
に
お
い
て
、
信
茂
公
・
松
姫
様
の
合
同
供
養
祭
を
本
会
が
主
催
し
、
松
姫
様
菩
提
寺
、「
金
龍
山
信
松
院
」
ご
住
職
・
西
村
様
、
威

徳
寺
ご
住
職
・
林
様
の
読
経
中
、
爽
や
か
な
二
陣
の
風
が
、
鮮
烈
に

４４０

年
間
の
歴
史
の
扉
を
押
し
開
い
て
吹
き
抜
け
て
く
れ
た
話
で
あ
る
。 

 

一
、
高
遠
城
落
去 

時
は
天
正

１０

年
３
月
、
遂
に
織
田
徳
川
連
合
軍
の
「
甲
州
征
伐
（
武
田
家
征
伐
）」
が
開
始
さ
れ
た
。 

き

っ

か

け

は

、

天

正

10

年

1

月

27

日

、

木

曽

義

昌

謀

叛

の

知

ら

せ

が

武

田

勝

頼

に

入

る

。

そ

れ

を

攻

め

よ

う

と

し

た

勝

頼

。 

2

月

2

日
、
織
田
信
長
は
武
田
総
攻
撃
（
東
夷
・
武
田
家
征
伐
＝
甲
州
征
伐
と
も
）
の
命
令
を
出
し
、
信
濃
伊
奈
・
木
曽
か
ら
は
織
田
信
忠
、
駿
河
か
ら
徳
川
家
康

、
相
模
か
ら
北
条
氏
政
、
飛
騨
か
ら
金
森
長
近
が
侵
攻
。
総
勢

25

万
の
兵
力
と
も
言
わ
れ
る
軍
勢
が
甲
斐
に
押
し
寄
せ
た
。 

 

天
正

１０

年
、
２
月
２
日
に
武
田
勝
頼
に
よ
る
木
曾
一
族
へ
の
侵
攻
を
知
る
と
勝
頼
討
伐
を
決
定
、
動
員
令
を
発
し
た
信
長
。 

信
長
の
永
年
に
亘
る
、
武
田
信
玄
公
へ
の
畏
怖
・
恐
怖
の
念
か
ら
か
、
攻
撃
の
手
は
凄
ま
じ
く
、
進
軍
す
る
所
の
城
、
砦
、
町
並
み
、
神
社
仏
閣
等
々
、
領
民
の
全
て
を

焼
き
払
う
と
い
う
凄
ま
じ
い
勢
い
、
冷
酷
無
比
な
仕
打
ち
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。
そ
の
伝
聞
が
凡
そ

４４０

年
間
伝
え
ら
れ
て
い
る
攻
撃
、
侵
攻
を
開
始
し
た
。 

 

信
長
・
お
の
れ
勝
頼
め
、
吾
が
麾
下
に
入
っ
た
木
曽
氏
を
攻
撃
し
て
く
る
と
は
、
こ
し
ゃ
く
な
、
そ
れ
な
ら
ば
こ
ち
ら
も
考
え
が
あ
る
。 

秀
忠
、
秀
忠
、
何
処
に
お
る
。 

秀
忠
・
父
上
、
何
事
で
ご
ざ
る
、
そ
の
よ
う
な
大
声
を
上
げ
て
、
荒
げ
た
声
で
、
一
体
ど
う
し
た
と
い
う
の
ご
ざ
り
ま
す
る
か
。 

https://senjp.com/kisoyoshimasa/
https://senjp.com/ujimasa/
https://sekigaharamap.com/kanamori/
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信
長
・
お
ー
、
来
た
か
。
よ
っ
く
聞
け
い
。
武
田
勝
頼
め
が
、
小
癪
に
も
、
木
曾
義
昌
の
領
地
へ
侵
攻
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

信
忠
・（
え
っ
つ
）
何
で
す
と
、
あ
の
木
曽
殿
の
で
す
か
。 

信
長
・
左
様
、
そ
う
よ
、
そ
の
木
曽
義
昌
よ
。
勝
頼
め
。
秀
忠
、
出
陣
じ
ゃ
、
直
ぐ
に
戦
の
支
度
を
せ
い
。 

・
い
や
待
て
、
そ
の
前
に
大
至
急
、
軍
議
じ
ゃ
、
人
を
集
め
ろ
。
信
忠
、
大
将
は
信
忠
お
前
が
せ
い
。
儂
が
出
か
け
る
ま
で
そ
の
方
に
任
せ
る
。
い
か
よ
う
な
編
制

を
す
る
。 

 
 

 
 

信
忠
・
は
は
っ
先
鋒
に
森
長
可
、
団
忠
正
、
木
曾
義
昌
、
遠
山
友
忠
を
、
以
下
、
本
隊
に
河
尻
秀
隆
、
毛
利
長
秀
、
水
野
守
隆
、
水
野
忠
重
を
そ
し
て
付
属
は
織
田
長
益

他
織
田
一
門
衆
、
丹
羽
氏
次
他
、
軍
監
に
滝
川
一
益
で
如
何
で
し
ょ
う
や
。 

信
長
・
う
っ
む
、
良
き
布
陣
で
あ
る
。 

 

こ
の
出
陣
に
当
た
り
、
信
長
は
「
今
回
は
遠
征
な
の
で
連
れ
て
い
く
兵
数
を
少
な
く
し
、
出
陣
中
に
兵
糧
が
尽
き
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
人

数
が
多
く
見
え
る
よ
う
に
奮
闘
せ
よ
」
と
書
状
を
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
明
智
光
秀
ら
が
朝
廷
に
働
き
か
け
正
親
町
天
皇
か
ら
「
東
夷
武
田
を
討
て
」
と
の
命
を
出
さ

せ
た
こ
と
で
大
義
名
分
を
得
た
出
陣
で
あ
っ
た
。 

日
本
古
来
か
ら
の
戦
い
で
「
征
伐
」
な
る
言
葉
が
、
使
わ
れ
た
の
は
最
初
で
最
後
の
事
で
あ
る
。
そ
れ
位
信
長
の
気
持
ち
は
に
っ
く
き
信
玄
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

信
忠
・
皆
の
者
、
甲
州
征
伐
の
始
ま
り
ぞ
、「
相
手
は
、
朝
敵
ぞ
、
良
い
か
」 

家
来
一
同
・
お
ー
ッ
（
地
面
が
震
え
木
々
ま
で
も
が
大
揺
れ
に
な
る
ほ
ど
の
鬨
の
声
を
上
げ
た
。
） 

信
忠
・
出
陣
じ
ゃ
あ
。
ホ
ラ
貝
を
吹
け
い
。 

 

 

織
田
軍
は
、
高
遠
城
攻
撃
に
向
け
て
進
発
し
、
３
月
２
日
に
３
万
人
な
い
し
五
万
人
と
も
言
わ
れ
る
兵
が
総
攻
撃
を
開
始
し
た
。
仁
科
盛
信
は
、
譜
代
家
老
ら
と
共

に

５００

人
ほ
ど
の
家
来
達
と
籠
城
し
、
織
田
軍
と
激
闘
を
繰
り
広
げ
た
。
織
田
方
も
織
田
信
家
が
戦
死
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
数
で
勝
る
織
田
軍
に
城
門

を
突
破
さ
れ
る
に
及
び
、
つ
い
に
仁
科
盛
信
・
小
山
田
昌
成
・
大
学
助
（
郡
内
小
山
田
氏
と
は
、
系
統
が
異
な
る
一
族
の
用
で
あ
る
。
）、
渡
辺
照
、
諏
方
頼
辰
ら
は
戦
死
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な
い
し
は
自
害
し
、
高
遠
城
守
護
の
軍
兵
は

1

人
残
ら
ず
城
を
枕
に
討
ち
死
に
し
遂
に
落
城
し
た
。 

 
 

 

信
忠
・
苦
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
敵
な
が
ら
立
派
な
戦
い
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
男
が
敵
で
な
く
、
味
方
で
あ
っ
た
な
ら
、
ふ
う
ー
、
惜
し
い
、 

誠
に
持
っ
て
惜
し
い
。
敵
に
回
す
に
は
、
実
に
惜
し
い
肝
の
据
わ
っ
た
立
派
な
大
将
で
あ
っ
た
。 

 
 

信
忠
・
者
共
、
勝
ち
鬨
の
声
を
あ
げ
い
。
ホ
ラ
貝
を
吹
け
い
。 

兵
達
・
お
ー
、
お
ー
、
お
ー
。 

 

木
曽
谷
に
谺
し
長
く
響
き
渡
っ
た
。
盛
信
等
の
慟
哭
の
声
に
も
聞
こ
え
た
。 

 

信
忠
・
い
よ
い
よ
勝
頼
め
の
新
府
城
攻
撃
で
あ
る
。
皆
の
者
、
こ
の
後
、
じ
っ
く
り
と
休
み
ま
せ
い
。 

家
来
達
・
は
は
っ
つ 

 

二
、
新
府
城
落
去 

新
府
城
の
築
城
は
天
正
９
年
（

１５８１

年
）
か
ら
開
始
さ
れ
、
年
末
に
は
勝
頼
が
躑
躅
ヶ
崎
館
か
ら
新
府
城
へ
移
住
し
て
い
る
。
天
正

１０

年
（

１５８２

年
）
信
濃
で
の

木
曾
義
昌
の
謀
反
を
鎮
圧
す
る
た
め
諏
訪
へ
出
兵
す
る
が
、
織
田
・
徳
川
連
合
軍
に
阻
ま
れ
て
帰
国
。
織
田
軍
は
更
に
甲
斐
国
へ
進
軍
し
、
勝
頼
は
３
月
３
日
に
は
小
山

田
信
茂
の
岩
殿
城
に
移
る
た
め
に
、
城
に
火
を
か
け
る
に
至
っ
た
。 

 

新
府
城
内
、
軍
議
か
ら
撤
収
へ
と 

 

勝
頼
・
真
田
、
跡
部
、
秋
山
、
長
坂
、
小
山
田
の
五
人
を
こ
れ
へ
呼
べ
。
お
ー
そ
う
じ
ゃ
信
勝
も
な
。 
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家
来
・
は
は
っ
。
真
田
様
、
秋
山
様
、
長
坂
様
、
跡
部
様
・
小
山
田
様
、
お
館
様
が
、
大
至
急
集
合
せ
よ
と
の
仰
せ
で
ご
ざ
り
ま
す
。
信
勝
様
も 

共
に
と
の
こ
と
で
ご
ざ
り
ま
す
。
五
人
は
う
む
、
ご
苦
労
、
直
ぐ
に
お
館
様
の
と
こ
ろ
に
参
る
。
と
返
事
を
し
て
執
る
も
の
も
執
ら
ず
に 

駆
け
つ
け
た
。 

五
人
・
お
呼
び
と
の
こ
と
で
、
大
至
急
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
対
織
田
の
軍
議
で
す
な. 

信
勝
・
父
上
、
お
呼
び
と
の
こ
と
で
す
が
。 

勝
頼
・
う
む
、
そ
の
通
り
じ
ゃ
。
こ
れ
か
ら
儂
が
言
う
事
を
良
く
聞
い
て
、
相
談
し
て
く
れ
い
。
・
仁
科
盛
信
が
奮
戦
し
て
く
れ
た
高
遠
城
が
既
に
落 

ち
た
。
こ
こ
新
府
も
直
ぐ
に
織
田
方
に
攻
撃
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
皆
の
考
え
を
聞
き
た
い
の
じ
ゃ
が
、
・
・
・
？ 

真
田
・
お
館
様
、
お
館
様
は
い
か
よ
う
に
お
考
え
な
の
か
。
お
聞
か
せ
下
さ
れ
ま
せ
。 

勝
頼
・
そ
れ
も
そ
う
じ
ゃ
な
。
で
は
、
話
そ
う
、
遠
祖
、
新
羅
三
郎
義
光
公
以
来
続
け
て
来
た
吾
が
武
田
家
も
、
い
よ
い
よ
も
っ
て
、
憎
き
信
長
目
に
攻
撃 

さ
れ
て
お
り
、
行
く
末
が
心
配
じ
ゃ
。
信
勝
の
事
も
あ
る
し
の
う
。
な
か
な
か
決
断
が
つ
か
ぬ
の
じ
ゃ
。
そ
れ
で
、
皆
の
者
に
相
談
し
た
い
の
じ
ゃ
。 

 

信
勝
・
父
上
、
私
は
既
に
腹
に
決
め
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
、
新
府
城
を
枕
に
、
織
田
方
に
徹
底
的
に
抗
戦
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
る
。 

勝
頼
・
う
む
、
よ
く
ぞ
申
し
た
。
そ
れ
で
こ
そ
吾
が
武
田
家
の
惣
領
よ
。
他
の
者
は
、
ど
う
じ
ゃ
。 

跡
部
、
秋
山
、
長
坂
の
３
人
は
、 

 
 

・
は
は
っ
。
そ
の
こ
と
で
３
人
で
軍
議
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。 

真
田
・
お
待
ち
く
だ
さ
れ
い
。
こ
の
火
急
な
時
期
に
３
人
で
の
軍
議
と
は
、
聞
き
づ
て
な
り
ま
せ
ぬ
。
今
は
、
皆
で
武
田
家
存
続
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
る
時
。 

お
館
様
、
我
が
意
を
お
聞
き
い
た
だ
け
ま
せ
ぬ
か
。 

勝
頼
・
う
む
、
真
田
の
言
う
通
り
じ
ゃ
。
聞
か
せ
て
く
れ
い
。 

真
田
・
は
は
、
こ
れ
は
有
り
難
き
思
し
召
し
、
吾
が
意
を
申
し
述
べ
ま
す
る
。 

真
田
・
昌
幸
め
思
う
と
こ
ろ
を
申
し
述
べ
ま
す
。
お
館
様
、
少
し
離
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
な
ら
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
る
。
是
が
非
で
も
吾
が
城
、
岩
櫃
城
へ 

お
越
し
下
さ
れ
。
真
田
昌
幸
が
城
へ
勝
頼
公
を
お
迎
え
し
武
田
家
の
巻
き
返
し
を
図
る
為
の
一
策
を
し
て
い
だ
き
た
い
。 
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勝
頼
・
う
っ
む
ー
（
目
を
閉
じ
、
黙
し
て
語
ら
ず
） 

一
同
・
真
田
殿
の
申
し
出
、
至
極
大
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、 

秋
山
・
跡
部
・
長
坂
・
お
館
様
、 

確
か
に
真
田
殿
の
岩
櫃
城
は
堅
固
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
る
。
し
か
し
、
の
う
。
の
う
、
小
山
田
殿
、
小
山
田
殿
の
岩
殿
城
と
て
岩
櫃
城
に
劣
ら
ぬ
堅
固
な
城
で 

あ
る
と
聞
き
及
ん
で
お
る
が
、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
の
う
。 

信
茂
・
静
か
に
皆
の
話
を
聞
い
て
い
た
が
、
信
茂
の
考
え
を
、
お
館
様
に
申
し
上
げ
ま
す
る
。
岩
櫃
城
よ
り
も
確
か
に
近
距
離
で
は
あ
り
ま
す
る
が
・
・
・
。 

 
 

 

し
か
し
、
お
館
様
に
入
っ
て
い
た
だ
く
に
は
少
し
く
準
備
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
お
館
様
が
住
ま
わ
れ
る
に
は
、
屋
敷
も
そ
れ
な
り
の
も
の
を
用
意
せ
ね
ば
な
り

ま
せ
ぬ
。
岩
殿
城
と
申
し
て
も
あ
そ
こ
は
、
主
に
狼
煙
台
と
し
て
の
立
地
で
あ
り
、
生
活
す
る
た
め
の
用
意
が
調
う
て
お
り
ま
せ
ぬ
。
も
し
こ
こ
で
、
岩
殿
砦
へ

と
の
お
館
様
が
ご
所
望
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
是
が
非
で
も
無
き
こ
と
、 

 

勝
頼
初
め
一
同
、
声
無
し 

 

信
勝
・
そ
れ
見
よ
、
儂
が
考
え
て
い
る
。
こ
こ
新
府
に
て
籠
城
徹
底
抗
戦
す
れ
ば
良
い
の
じ
ゃ
。 

勝
頼
・
う
っ
む
。
信
勝
の
言
う
こ
と
に
も
一
理
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
じ
ゃ
が
、
城
に
幾
人
の
兵
が
お
る
。
人
質
を
入
れ
て
い
い
と
こ
ろ
二
千
人 

程
で
あ
ろ
う
。
皆
の
考
え
は
よ
く
わ
か
っ
た
。
良
し
、
信
茂
、
岩
殿
に
世
話
に
な
ろ
う
ぞ
。 

一
同
・
お
館
様
。 

 
 

 

声
な
き
声
が
う
っ
つ
、
う
っ
っ
と
静
か
に
室
内
に
漏
れ
る
。 

３
月
１
日
、
深
夜
、
信
茂
は
突
然
、
勝
頼
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
た
。 

勝
頼
・
信
茂
、
黙
っ
て
儂
の
話
を
聞
い
て
く
れ
い
。 

信
茂
・
こ
の
深
夜
、
表
情
か
ら
し
て
よ
ほ
ど
の
こ
と
で
あ
る
と
直
感
し
た
。 



- 7 - 

 

 
※
話
し
出
し
た
内
容
は
、
概
ね
次
の
三
点
で
あ
る
。 

一
、
笹
子
峠
で
、
儂
を
鉄
砲
で
撃
て
。 

二
、
儂
が
首
を
持
ち
、
織
田
方
に
投
降
せ
よ
。
小
山
田
が
生
き
残
る
唯
一
の
方
策
じ
ゃ
。 

三
、
我
が
妹
、
松
姫
を
北
条
氏
照
が
も
と
、
八
王
子
へ
退
避
さ
せ
よ
。
そ
の
際
、
盛
信
が
娘(

弟
・
仁
科
盛
信
の
高
遠
城
に
織
田
軍
が
攻
め
て
く
る
と
の
知
ら
せ
に
、
兄

・ 

盛
信
の
３
歳
に
な
る 

姫
を
連
つ
れ
て
高
遠
城
を
逃
が
れ
た
松
姫
様
。
そ
の
後
、
新
府
城
に
行
っ
て
兄
・
勝
頼
の
４
歳
に
な
る
姫
、
人
質
と
し
て
預
か
っ
て
い
た 

小 

山
田
信
茂
の
４
歳
に
な
る
姫
も
加
え
よ
。 

 

信
茂
、
突
然
の
勝
頼
の
申
し
出
に
対
し
て
、
言
葉
を
飲
み
込
ん
だ
。 

 

仁
科
盛
信
の
娘
・
小
督
姫
（
出
家
）、
武
田
勝
頼
の
娘
・
貞
姫
（
宮
原
義
久
室
）、
小
山
田
信
茂
の
娘
、
又
は
養
女
・
天
光
院
殿
（
内
藤
忠
興
室
）、
そ
し
て
幼
き
仁

科
信
基
を
連
れ
、
相
武
国
境
の
案
下
峠
を
越
え
て
、
武
蔵
国
多
摩
郡
恩
方
（
現
・
東
京
都
八
王
子
市
）
へ
向
か
い
、
金
照
庵
（
現
・
八
王
子
市
上
恩
方
町
）
に
入
れ

る
よ
う
、
手
配
を
頼
む
。
そ
の
方
、
北
条
家
家
臣
・
松
田
憲
実
と
親
し
か
ろ
う
。 

四
、
松
姫
に
我
が
意
を
伝
え
よ
。
信
茂
、
し
か
と
頼
ん
だ
ぞ
。
武
田
家
再
興
も
、
・
・
・
・
・
。 

信
茂
は
、
４
つ
の
命
を
受
け
、
ご
立
派
な
御
領
主
様
に
な
っ
た
。
そ
こ
ま
で
先
を
見
て
お
ら
れ
た
か
。
委
細
承
知
、
我
が
名
は
汚
れ
て
も
、
殿
の
ご
命
令
は
、
必
ず
や

守
り
ま
し
ょ
う
ぞ
。
と
決
心
し
た
。(

こ
こ
で
、
裏
切
り
者
と
称
さ
れ
る
や
も
知
れ
ぬ
が
、
全
て
が
武
田
家
の
御
為
、) 

 

三
、
古
府
内
通
過
（
躑
躅
ケ
﨑
館
） 

天
正

10

年
３
月
２
日
未
明
に
、
新
築
間
も
な
い
新
府
城
に
自
ら
火
を
放
ち
、
郡
内
大
月
岩
殿
砦
で
の
籠
城
を
決
め
た
勝
頼
一
行
は
、
凡
そ
千
人
の
大
移
動
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
明
る
い
希
望
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
不
安
が
一
杯
の
出
立
と
な
っ
た
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%AE%E5%8E%9F%E7%BE%A9%E4%B9%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E8%97%A4%E5%BF%A0%E8%88%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%81%E7%A7%91%E4%BF%A1%E5%9F%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%81%E7%A7%91%E4%BF%A1%E5%9F%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%B8%E6%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A1%88%E4%B8%8B%E5%B3%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A6%E8%94%B5%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%9A%E6%91%A9%E9%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AB%E7%8E%8B%E5%AD%90%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%87%91%E7%85%A7%E5%BA%B5&action=edit&redlink=1
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い
つ
も
な
ら
、
こ
こ
で
大
勢
の
街
中
衆
が
、
お
疲
れ
様
、
ご
苦
労
様
の
大
き
な
声
が
聞
こ
え
た
に
。
勝
頼
様
は
我
ら
を
一
体
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か

と
の
不
安
が
先
に
立
っ
て
い
た
。 

 

躑
躅
ケ
﨑
館
を
横
に
見
て
、
一
行
は
進
ん
だ
。 

 

御
坂
道
へ
進
む
者
は
、
戦
闘
用
具
一
式
を
荷
車
に
乗
せ
て
先
行
し
た
。 

そ
れ
を
見
送
っ
た
凡
そ
四
百
人
ほ
ど
の
者
は
、
勝
頼
を
含
め
て
闘
う
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
凡
そ

２００

名
程
、
他
の
者
は
行
く
先
が
無
く
、
勝
頼
公
御
側
に
い
た
女

房
・
子
ど
も
達
が
大
半
で
あ
っ
た
。
織
田
軍
に
追
い
つ
か
れ
た
く
な
い
一
心
で
、
草
深
い
細
い
笹
子
道
へ
向
け
て
言
葉
も
無
く
歩
い
た
。 

 

何
時
し
か
辺
り
が
夕
闇
に
包
ま
れ
て
い
た
。
勝
沼
の
大
善
寺
の
山
門
が
目
に
入
っ
て
き
た
。 

 

四
，
大
善
寺
泊 

織
田
信
長
の
甲
州
征
伐
が
勃
発
す
る
と
、
天
正

10

年

1582

年
３
月
３
日
、
新
府
城
か
ら
落
ち
延
び
た
武
田
勝
頼
一
行
が
大
善
寺
に
立
寄
っ
た
。 

理
慶
尼
か
ら
す
る
と
勝
頼
は
、
兄
「
初
見
史
料
は
甲
斐
都
留
郡
岩
殿
七
社
権
現
（
山
梨
県
大
月
市
）
の
棟
札
で
「
武
田
左
衛
門
大
夫
信
友
」
と
し
て
見
ら
れ
る
」
の

仇
の
子
息
で
は
あ
る
が
快
く
迎
え
て
（
勝
沼
良
晴
に
嫁
し
た
の
ち
勝
頼
の
乳
母
と
な
っ
て
い
た
理
慶
尼
）
、
大
善
寺
薬
師
堂
に
勝
頼
、
勝
頼
夫
人
、
武
田
信
勝
を
迎
え
て

理
慶
尼
と
４
名
で
寝
所
を
共
に
し
た
。 

 

勝
頼
・
皆
の
者
、
苦
労
掛
け
る
な
。
叔
母
上
の
い
る
大
善
寺
が
も
う
す
ぐ
じ
ゃ
。
何
処
に
今
夜
は
宿
を
取
ら
せ
て
も
う
ら
お
う
ぞ
。 

 

従
者
一
同
・
は
は
っ
。 

勝
頼
・
叔
母
上
、
こ
の
よ
う
な
事
に
な
っ
て
誠
に
相
済
ま
な
い
。
父
上
初
め
ご
先
祖
様
方
に
合
わ
せ
る
顔
が
な
い
。 

理
慶
尼
・
勝
頼
殿
、
何
も
仰
い
ま
す
な
。
ご
先
祖
様
方
と
て
勝
頼
殿
の
真
似
は
で
き
ま
せ
ぬ
。 

 

そ
の
夜
は
４
人
で
お
思
い
の
た
け
を
話
し
込
ん
だ
。
気
が
つ
く
と
、
丸
窓
か
ら
早
暁
の
淡
い
日
射
し
が
差
し
込
ん
で
き
て
い
た
。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%BD%E7%95%99%E9%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%9C%88%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A3%9F%E6%9C%AD
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勝
頼
・
叔
母
上
様
、
大
変
な
世
話
に
相
成
り
申
し
ま
し
た
。
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
れ
。
皆
の
者
出
発
じ
ゃ
。 

一
同
・
は
は
つ
。 

 

陽
が
高
く
な
る
頃
、
駒
飼
の
入
り
口
に
着
い
た
。 

 

勝
頼
・
駒
飼
の
家
々
が
そ
の
向
こ
う
に
よ
う
よ
う
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
。
笹
子
峠
も
近
く
な
っ
た
ぞ
。 

 

勝
頼
に
付
き
従
う
婦
女
子
ら
は
、
声
も
出
な
い
ほ
ど
疲
れ
き
っ
て
い
た
。 

駒
飼
に
つ
く
頃
、
勝
頼
の
二
才
に
な
る
子
が
、
高
熱
を
出
し
た
。
疲
れ
と
飢
え
で
あ
ろ
う
。
勝
頼
は
、
す
ぐ
さ
ま
配
下
の
兵
と
子
を
鎮
目
村
の
医
師
、
渡
邉
某
の
と
こ
ろ 

に
差
し
向
け
た
。
一
行
に
は
、
我
が
子
が
帰
る
ま
で
は
、
こ
こ
を
動
か
な
い
と
示
し
た
。
し
か
し
、
追
っ
手
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
迫
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
と
七
日
間
も 

こ
こ
に
滞
留
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
息
子
の
報
せ
は
、
残
念
な
が
ら
息
絶
え
た
と
の
報
せ
が
あ
っ
た
（
諸
説
あ
り
）。(

春
日
居
町
鎮
目
・
芍
薬
塚) 

こ
の
間
、
駒
飼
村
に
陣
屋
を
構
え
て
織
田
勢
を
待
ち
受
け
て
い
た
。 

 

五
、
鶴
瀬
・
駒
飼
七
日
間
滞
留 

勝
頼
・
吾
が
息
子
の
様
子
は
如
何
し
た
。 

女
房
・
未
だ
何
の
ご
連
絡
も
あ
り
ま
せ
ぬ
。 

勝
頼
・
そ
う
か
、
何
事
も
無
け
れ
ば
良
い
が
の
う
。
そ
う
じ
ゃ
、
こ
う
し
て
は
お
ら
れ
ぬ
。
土
屋
、
土
屋
を
呼
べ
い
。 

女
房
・
土
屋
様
、
お
館
様
が
お
呼
び
で
ご
ざ
り
ま
す
。 

土
屋
・
そ
う
か
、
い
か
な
用
事
か
の
う
。 

土
屋
・
お
館
様
、
土
屋
惣
藏
、
思
し
召
し
に
よ
り
ま
し
て
参
上
致
し
ま
し
た
。 

勝
頼
・
お
ー
土
屋
、
早
速
来
て
く
れ
た
か
。
追
っ
手
の
様
子
は
い
か
が
な
も
の
か 



- 10 - 

 

土
屋
・
は
は
っ
。
手
の
者
を
田
野
口
、
日
川
の
少
し
先
ま
で
見
張
り
に
走
ら
せ
て
お
り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
織
田
方
に
動
き
は
な
い
よ
う
に
ご
ざ 

り
ま
す
る
。 

勝
頼
・
う
む
、
そ
う
か
。
少
し
く
こ
こ
に
在
陣
せ
ね
ば
な
る
ま
い
の
う
。
ど
う
じ
ゃ
、
簡
単
な
陣
屋
で
も
建
て
る
こ
と
は
で
き
ぬ
か
の
う
。 

土
屋
・
殿
、
わ
か
り
申
し
ま
し
た
。
こ
こ
駒
飼
と
鶴
瀬
の
方
も
気
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
両
方
に
陣
屋
を
作
る
よ
う
に
、
里
人
に
頼
ん
で
み 

ま
し
ょ
う
ぞ
。 

勝
頼
・
う
む
っ
。
す
ま
ぬ
の
う
。
頼
む
ぞ 

土
屋
・
は
は
っ
。 

 

土
屋
は
、
早
速
駒
飼
の
里
人
に
陣
屋
作
り
を
頼
み
に
走
っ
た
。
ま
た
こ
こ
か
ら
２
里
ほ
ど
離
れ
た
鶴
瀬
の
里
人
に
も
陣
屋
作
り
を
頼
ん
だ
。 

 

土
屋
・
駒
飼
の
衆
、
誠
に
す
ま
ぬ
が
勝
頼
公
た
っ
て
の
仰
せ
じ
ゃ
て
、
陣
屋
を
建
て
て
く
れ
ぬ
か
の
う
。 

駒
飼
の
衆
・
建
て
て
や
り
た
い
が
、
こ
こ
だ
け
で
は
木
が
足
り
ぬ
し
人
の
数
も
少
な
過
ぎ
て
、
た
い
し
た
陣
屋
は
建
て
ら
れ
ん
が
の
う
。 

土
屋
・
い
や
い
や
、
野
宿
よ
り
は
ま
し
じ
ゃ
。
す
ま
ぬ
の
。
儂
は
こ
れ
か
ら
、
鶴
瀬
の
衆
に
も
陣
屋
作
り
を
頼
み
に
行
く
で
の
う
。
ま
ず
は
、
雨 

露
を
し
の
げ
る
小
屋
か
ら
建
て
て
く
れ
た
ら
有
り
難
い
が
い
か
が
な
も
の
じ
ゃ
ろ
う
。 

駒
飼
の
衆
・
土
屋
様
に
頼
ま
れ
た
な
ら
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
し
て
お
く
が
、
期
待
し
な
い
で
下
さ
れ
よ
。 

土
屋
・
何
の
、
宜
し
く
お
頼
み
申
す
。
儂
は
こ
れ
か
ら
鶴
瀬
の
方
に
行
く
の
で
、
跡
部
殿
等
に
相
談
し
な
が
ら
よ
し
な
に
。 

土
屋
は
言
い
終
わ
る
と
、
脱
兎
の
如
く
坂
を
駆
け
下
り
て
行
っ
た
。 

土
屋
・
鶴
瀬
の
衆
、
儂
は
勝
頼
様
が
家
来
、
土
屋
と
申
し
候
、
勝
頼
様
自
じ
き
じ
き
の
鶴
瀬
の
衆
に
お
願
い
せ
よ
と
の
お
話
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に 

ま
か
り
越
し
た
者
。
鶴
瀬
の
衆
、
聞
い
て
下
さ
れ
。 

鶴
瀬
の
衆
・
一
体
何
事
じ
ゃ
。
土
屋
様
と
言
っ
た
ら
勝
頼
様
ご
家
来
衆
で
も
第
一
の
豪
の
方
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
土
屋
様
が
、
我
ら
に
何
事
か
の
う
。 

土
屋
・
お
ー
。
こ
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
た
か
。
皆
の
衆
も
知
っ
て
の
通
り
、
今
、
勝
頼
公
は
、
織
田
信
長
め
の
総
攻
撃
に
遭
い
、
こ
れ
か
ら
笹
子
峠
を
越
え
て 
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大
月
の
岩
殿
城
に
赴
く
途
中
ぞ
、
駒
飼
に
は
、
駒
飼
の
衆
が
寄
せ
手
を
少
し
で
も
防
ぐ
べ
く
陣
屋
作
り
を
し
て
く
れ
て
お
る
。
こ
こ
鶴
瀬
の
方
で
も
追
っ
手
を
少 

し
で
も
押
し
留
ま
ら
せ
る
事
が
で
き
る
よ
う
陣
屋
を
所
望
じ
ゃ
。
皆
の
力
で
で
き
る
だ
け
の
も
の
を
作
っ
て
く
れ
は
し
ま
い
か
の
う
。 

鶴
瀬
の
衆
・
良
く
判
っ
た
。
お
作
り
申
し
ま
し
ょ
う
、
た
い
し
た
物
は
で
き
ぬ
共
、
今
こ
そ
勝
頼
公
、
い
や
武
田
家
恩
顧
の
者
と
し
て
我
ら
で
き
る
だ
け
の
事
を
し
て
も

う
そ
う
。 

土
屋
・
い
や
い
や
、
鶴
瀬
の
衆
の
そ
の
一
言
、
こ
れ
ほ
ど
有
り
難
い
言
葉
は
有
り
申
さ
ぬ
。
勝
頼
公
に
す
ぐ
さ
ま
知
ら
せ
る
で
、
よ
ろ
し
く
お
頼
み
申
し
ま
す
ぞ
。 

 

こ
の
時
、
天
正

１０

年
３
月
７
日
頃
の
出
来
事
で
あ
ろ
う
。 

 

土
屋
・
お
館
様
、
お
指
図
通
り
、
駒
飼
、
鶴
瀬
に
陣
屋
を
作
る
よ
う
に
里
人
に
頼
ん
で
参
り
ま
し
た
。 

勝
頼
・
う
む
、
ご
苦
労
で
あ
っ
た
。
時
に
、
土
屋
、
秋
山
、
跡
部
よ
、
信
茂
か
ら
の
使
い
は
遅
い
の
う
。 

一
同
・
は
は
、
お
館
様
ご
心
配
の
通
り
。
も
し
や
、
裏
切
っ
た
の
で
は
。 

土
屋
・
信
茂
殿
は
、
義
の
方
そ
の
よ
う
な
事
は
あ
り
申
さ
れ
ぬ
。 

跡
部
・
い
や
い
や
、
譜
代
衆
の
穴
山
様
、
木
曽
様
し
か
り
じ
ゃ
。
信
茂
殿
も
、
岩
殿
に
お
い
て
、
家
臣
共
の
反
対
に
あ
え
ば
、
心
が
動
こ
う
ぞ
。 

 

☆
勝
頼
は
、
信
茂
に
は
儂
が
命
令
し
た
こ
と
じ
ゃ
。
お
前
達
が
心
配
せ
ん
で
も
良
い
。
儂
と
て
既
に
こ
こ
笹
子
峠
を
越
え
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
考
え
て
お
ら
ぬ
。
儂
の

思
い
は
た
だ
た
だ
、
諏
訪
と
古
府
中
と
新
府
に
あ
る
の
じ
ゃ
。
そ
れ
を
判
っ
て
お
る
の
は
、
信
茂
だ
け
じ
ゃ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
織
田
め
ら
の
追
っ
手
が
遅
い
の
う
。 

 

３
月
９
日
月
明
か
り
が
差
す
頃
、
小
声
で 

 

小
宮
山
・
土
屋
殿
、
土
屋
殿
。 

土 

屋
・
誰
じ
ゃ
、
お
、
お
。
お
主
、
小
宮
山
内
膳
繁
友
殿
で
は
な
い
か
、
こ
ん
な
夜
更
け
に
如
何
し
た
。
今
ま
で
何
処
に
居
っ
た
の
じ
ゃ
。 
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小
宮
山
・
話
よ
り
も
、
お
館
様
に
と
り
繋
い
で
下
さ
れ
。
お
館
様
の
存
亡
の
危
機
に
、
じ
っ
と
し
て
お
ら
れ
ぬ
の
じ
ゃ
、
恩
顧
の
者
の
務
め
と
思
う
て
お
叱
り
を
顧
み
ず

、
こ
の
よ
う
に
ま
か
り
越
し
た
次
第
、
お
館
様
に
取
り
繋
い
で
下
さ
ら
ぬ
か
。 

土
屋
・
お
ー
、
お
ー
。
そ
れ
こ
そ
真
の
武
田
武
士
じ
ゃ
。
今
す
ぐ
お
館
様
に
お
取
り
次
ぎ
い
た
そ
う
ぞ
。 

 

篝
火
の
た
か
れ
た
薄
暗
い
今
日
建
て
ら
れ
た
ば
か
り
の
陣
屋
の
一
角
で
、
勝
頼
と
内
膳
は
向
き
合
っ
た
。 

 

勝
頼
・
土
屋
か
ら
聞
い
た
。
駆
け
付
け
て
く
れ
た
と
、
よ
う
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。
苦
し
ゅ
う
な
い
、
面
を
上
げ
ま
せ
い
。
内
膳
、
よ
く
ぞ
駆
け 

つ
け
て
く
れ
た
。
礼
を
言
う
ぞ
。 

小
宮
山
・
お
館
様
、
お
許
し
い
た
だ
け
る
の
で
ご
ざ
り
ま
す
る
か
。 

勝
頼
・
内
膳
、
許
す
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
、
其
方
の
儂
に
対
し
て
も
義
の
心
に
気
が
つ
か
ず
、
蟄
居
な
ど
と
し
て
遠
ざ
け
て
お
っ
た
儂
の
人
を
見
る
眼
の
無
さ

に
主
に
と
っ
て
は
、
申
し
わ
け
な
か
っ
た
。
よ
く
ぞ
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。 

小
宮
名
・
お
館
様
。
声
に
な
ら
ぬ
声
が
漏
れ
、
右
手
で
両
の
瞼
を
拭
っ
た
。 

勝
頼
・
時
に
内
膳
、
主
に
蟄
居
を
命
じ
て
お
っ
た
が
一
体
、
何
処
に
お
っ
た
の
じ
ゃ
。 

小
宮
山
・
は
は
、
そ
れ
が
、
小
山
田
殿
の
計
ら
い
で
大
月
の
沢
井
な
る
山
中
に
居
を
構
え
て
、
世
話
に
な
っ
て
お
り
申
し
た
。 

勝
頼
・
何
と
、
小
山
田
が
元
に
お
っ
た
の
か
。 

小
宮
山
・
は
は
、
一
日
中
日
が
当
た
り
、
至
極
住
み
よ
い
処
で
ご
ざ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
ま
か
り
越
し
た
は
、
小
山
田
殿
の
計
ら
い
で
ご
ざ
り
ま
す
。 

勝
頼
・
何
と
、
信
茂
が
、
信
茂
が
ど
の
よ
う
に
申
し
た
の
じ
ゃ
。 

小
宮
山
・
は
は
、
と
に
か
く
儂
は
、
こ
こ
を
動
き
た
く
と
も
、
動
け
ぬ
の
じ
ゃ
。
主
に
も
言
え
ぬ
。
じ
ゃ
が
、
直
ぐ
に
で
も
土
屋
殿
の
元
へ
駆
け
つ
け
て
下
さ
ら
ぬ
か
、

と
申
し
渡
さ
れ
ま
し
た
。
し
た
ご
う
て
、
土
屋
様
の
元
に
、
家
族
一
同
で
ま
か
り
越
し
た
次
第
で
ご
ざ
り
ま
す
。 

 

☆
信
茂
め
、
何
と
い
う
奴
じ
ゃ
。
儂
の
思
い
を
こ
の
よ
う
な
形
で
果
た
し
て
く
れ
る
と
は
。
信
茂
の
事
じ
ゃ
、
儂
の
言
葉
に
し
っ
か
り
と
応
え
て
く
れ
よ
う
ぞ
。 
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や
は
り
、
父
信
玄
公
が
、
弓
矢
の
御
談
合
七
人
衆
に
加
え
る
は
ず
よ
、
儂
が
目
に
も
狂
い
は
無
か
っ
た
。
こ
れ
で
、
心
置
き
な
く
父
上
の
元
に
行
く
こ
と
が 

出
来
よ
う
ぞ
。 

 

勝
頼
・
誰
か
文
箱
を
用
意
せ
い
。 

北
条
夫
人
・
は
、
今
す
ぐ
に
お
持
ち
致
し
ま
す
。 

勝
頼
・
う
む
、
頼
む
。 

三
人
が
、
辞
世
の
句
を
し
た
た
め
る
。 

勝
頼
・「
お
ぼ
ろ
な
る
月
も
ほ
の
か
に
雲
か
す
み 

は
れ
て
ゆ
く
え
の 

西
の
山
の
端
」 

北
条
夫
人
・「
黒
髪
の
み
だ
れ
た
る
世
ぞ 
は
て
し
な
き 

思
ひ
に
消
ゆ
る 

露
の
玉
の
緒
」 

信
勝
・「
あ
だ
に
見
よ 

誰
も
嵐
の
桜
花 

咲
き
散
る
ほ
ど
の 

春
の
夜
の
夢
」 

 

こ
の
時
世
の
句
が
、
何
処
で
詠
ま
れ
た
の
か
、
大
善
寺
で
な
の
か
、
駒
飼
、
鶴
瀬
の
陣
屋
で
の
も
の
な
の
か
、
定
か
で
は
な
い
が
、
三
者
三
様
の
思
い
が 

込
め
ら
て
お
り
、
戦
国
の
世
の
悲
し
さ
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

さ
て
、
現
実
に
戻
り 

 

家
来
・
お
館
様
、
お
館
様
、
織
田
方
の
手
勢
が
、
既
に
天
目
山
に
見
え
る
と
の
伝
令
で
す
。 

勝
頼
・
左
様
か
。
準
備
を
致
そ
う
か
の
う
。
触
れ
を
出
せ
。 

一
同
・
お
ー
・ 

勝
頼
・
駒
飼
で
は
戦
わ
ぬ
。
戦
う
場
所
は
、
鶴
瀬
の
一
カ
所
の
み
。
者
共
移
動
す
る
支
度
し
て
出
来
た
者
か
ら
鶴
瀬
に
動
き
ま
せ
い
。 

 



- 14 - 

 

六
、
武
田
家
最
後
の
合
戦 

駒
飼
陣
屋
か
ら
鶴
瀬
陣
屋
ま
で
大
凡
二
里
、
陣
屋
に
駆
け
つ
け
た
勝
頼
は
追
い
詰
め
ら
れ
た
際
、
跡
継
ぎ
の
武
田
信
勝
が
元
服
（
鎧
着
の
儀
式
）
を
済
ま
せ
て 

い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
急
い
で
陣
中
に
あ
っ
た
小
桜
韋
威
鎧
（
読
・
こ
ざ
く
ら
か
わ
お
ど
し
よ
ろ
い
か
ぶ
と
）
（
国
宝
。
武
田
家
代
々
の
家
督
の
証
と
さ
れ
大
切
に 

保
管
さ
れ
て
き
た
）
を
着
せ
、
そ
の
あ
と
父
子
で
自
刃
し
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
鎧
は
家
臣
に
託
さ
れ
、
向
嶽
寺
の
庭
に
埋
め
ら
れ
た
が
、 

後
年
、
徳
川
家
康
が
古
府
中
に
入
国
し
た
際
に
掘
り
出
さ
せ
、
再
び
菅
田
天
神
社
に
納
め
ら
れ
た
。 

勝
頼
・
皆
の
者
、
い
よ
い
よ
武
田
の
存
亡
を
か
け
た
最
後
の
大
戦
で
あ
る
。
そ
の
戦
を
前
に
、
信
勝
に
元
服
の
儀
を
行
う
こ
と
と
す
る
。 

一
同
・
は
は
、
早
速
準
備
を
致
し
ま
す
。 

勝
頼
・
信
勝
、
立
派
ぞ
。 

信
勝
・
父
上
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

そ
こ
に
い
る
、
全
て
の
者
が
そ
の
数
時
間
後
に
武
田
家
の
滅
亡
と
な
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
お
り
な
が
ら
誰
一
人
と
し
て
、
そ
の
こ
と
を
口
に
出
し
た
者
は
い
な
い

。 

何
時
し
か
追
っ
手
が
近
づ
い
て
き
て
い
た
。
時
に
三
月
十
日
、
陽
が
上
が
り
き
る
こ
ろ
、
織
田
勢
で
す
、
の
一
報
が
、
届
け
ら
れ
た
。 

土
屋
・
お
館
様
、
こ
こ
駒
飼
・
鶴
瀬
で
は
敵
を
防
ぎ
き
れ
ま
せ
ぬ
。
お
館
様
は
、
勝
頼
様
一
行
は
武
田
氏
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
天
目
山
棲
雲
寺
を
目
指
し
退
か
れ
た
ら 

良
い
か
と
思
い
ま
す
。 

勝
頼
・
皆
の
者
す
ま
ぬ
の
う
。
我
ら
は
土
屋
の
言
う
と
お
り
天
目
山
棲
雲
寺
を
目
指
そ
う
ぞ
。
さ
て
進
発
じ
ゃ
。 

 

目
指
し
た
訳
は
、
応
永

23

年
（

1416

年
）、
上
杉
禅
秀
の
乱
に
加
担
し
た
と
し
て
、
室
町
幕
府
の
討
伐
を
受
け
た
、
甲
斐
守
護
武
田
信
満
が
こ
の
山
中
で 

自
害
し
た
。
信
満
の
遺
骸
は
こ
の
寺
に
運
ば
れ
て
葬
ら
れ
た
と
さ
れ
、
棲
雲
寺
に
は
信
満
の
宝
篋
印
塔
や
、
と
も
に
自
害
し
た
家
臣
達
の
五
輪
塔
が
存
在 

し
て
い
る
。
武
田
信
玄
も
軍
旗
・
軍
配
・
陣
中
鏡
を
同
寺
に
奉
納
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
既
に
時
遅
し
、
勝
頼
は
進
路
を
ふ
さ
が
れ
た
。
後
方
か
ら
は
滝
川
一
益
の
追
手
に
追
わ
れ
、
逃
げ
場
所
が
無
い
こ
と
を
悟
っ
た 

三
月
十
一
日
、
天
目
山
棲
雲
寺
へ
の
途
上
、
田
野
で
滝
川
一
益
の
追
手
に
捕
捉
さ
れ
、
巳
の
刻
（
午
前
十
一
時
頃
）
に
勝
頼
は
嫡
男
の
信
勝
や
正
室
の 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BF%9C%E6%B0%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/1416%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8A%E6%9D%89%E7%A6%85%E7%A7%80%E3%81%AE%E4%B9%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%A4%E7%94%BA%E5%B9%95%E5%BA%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A6%E7%94%B0%E4%BF%A1%E6%BA%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%9D%E7%AF%8B%E5%8D%B0%E5%A1%94
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%94%E8%BC%AA%E5%A1%94
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A6%E7%94%B0%E4%BF%A1%E7%8E%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BB%8D%E6%97%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BB%8D%E9%85%8D
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北
条
夫
人
と
と
も
に
自
害
し
た
（
天
目
山
の
戦
い
）。
享
年
三
十
七
歳
、
伝
説
伝
承
は
い
く
ら
で
も
あ
る
が
、
勝
頼
公
は
戦
う
気
力
が
な
か
っ
た
、 

信
勝
様
は
華
麗
に
敵
と
渡
り
合
っ
た
、
北
条
夫
人
は
最
後
ま
で
勝
頼
公
の
御
側
を
離
れ
な
か
っ
た
、
付
き
従
っ
た
女
房
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
近
く
の
日
川
に 

飛
び
込
ん
だ
り
、
自
害
を
し
た
り
と
言
う
こ
と
で
あ
る
が
、
真
実
、
確
か
な
こ
と
は
残
さ
れ
た
文
章
だ
け
で
は
判
ら
な
い
、
又
、
伝
承
に
し
て
も
定
か
で
は 

な
い
。
あ
る
の
は
解
釈
の
違
い
だ
け
で
あ
る
と
し
か
い
え
な
か
ろ
う
。 

何
は
と
も
あ
れ
、
武
田
家
が
滅
ん
だ
の
で
あ
る
。 

こ
の
時
に
、
土
屋
惣
藏
の
片
手
千
人
斬
り
な
る
伝
説
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。 

土
屋
・
お
館
様
、
い
よ
い
よ
別
れ
の
時
が
来
た
よ
う
で
ご
ざ
り
ま
す
。
拙
者
、
こ
れ
よ
り
敵
方
滝
川
一
益
隊
に
切
り
込
み
ま
す
る
。
お
館
様
、
お
先
に
参
り
ま
す
。 

土
屋
は
、
矢
束
を
解
き
、
細
い
橋
を
頼
り
に
、
日
川
を
越
え
攻
め
寄
せ
て
く
る
敵
を
、
次
々
に
射
落
と
し
た
。
矢
が
尽
き
る
と
、
土
屋
は
太
刀
を
振
り 

か
ぶ
っ
て
、
敵
二
、
三
百
人
が
控
え
て
い
る
真
ん
中
に
切
り
込
ん
だ
。
土
屋
の
後
に
安
西
伊
賀
守
・
小
山
田
式
部
丞
・
秋
山
源
三
・
小
宮
山
内
膳
ら
が
続
き
、 

小
勢
な
が
ら
死
に
物
狂
い
で
戦
っ
た
の
で
、
織
田
方
は
切
り
立
て
ら
れ
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

だ
が
、
敵
は
多
勢
、
次
第
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
勝
頼
の
近
く
に
ま
で
敵
兵
が
現
れ
始
め
た
。
嫡
男
信
勝
は
、
敵
を
切
っ
て
飛
び
廻
り
、
そ
の
姿
は 

勇
猛
さ
と
華
麗
さ
が
あ
り
周
囲
の
目
を
ひ
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
信
勝
は
享
年
十
六
歳
で
あ
っ
た
と
言
う
。 

勝
頼
は
、
敵
と
の
死
闘
が
始
ま
る
と
、
安
西
伊
賀
守
・
秋
山
紀
伊
守
を
し
て
、
北
条
夫
人
に
小
田
原
へ
帰
り
、
自
分
の
菩
提
を
弔
っ
て
く
れ
る
よ
う
伝
え
た
。 

だ
が
北
条
夫
人
は
頑
と
し
て
聴
か
ず
、
小
田
原
か
ら
付
い
て
き
た
侍
臣
早
野
内
匠
助
・
劔
持
但
馬
守
・
清
六
左
衛
門
・
同
又
七
郎
（
六
左
衛
門
の
弟
）
を
召
し 

寄
せ
、
こ
こ
か
ら
脱
出
し
て
小
田
原
の
実
家
に
文
と
遺
髪
を
届
け
る
よ
う
命
じ
た
。
夫
人
は
静
か
に
黒
髪
を
束
ね
丁
寧
に
手
に
巻
き
自
ら
の
手
で
そ
っ
と
切
り 

落
と
し
、
懐
紙
に
丁
寧
に
巻
き
強
い
口
調
で
、
命
令
し
た
。 

 

北
条
夫
人
・
わ
ら
わ
の
た
っ
て
の
頼
み
で
あ
る
。
勝
頼
様
、
信
勝
殿
、
わ
ら
わ
の
こ
の
時
世
の
句
と
共
に
、
束
ね
た
髪
を
手
渡
し
、
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
。 

勝
頼
・
そ
こ
元
も
共
に
小
田
原
に
行
き
な
さ
れ
。 

北
条
夫
人
・
私
は
、
勝
頼
様
の
妻
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
が
殿
の
御
身
が
危
な
い
時
に
ど
う
し
て
、
我
が
身
だ
け
で
御
側
を
離
れ
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。
最
後
ま
で 

殿
の
御
側
を
離
れ
ま
せ
ぬ
。 
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は
っ
き
り
と
凜
と
し
た
口
調
で
あ
り
、
勝
頼
も
侍
従
の
者
達
も
口
を
開
け
ず
に
一
瞬
思
い
空
気
が
流
れ
た
。 

家
来
・
御
側
に
お
り
た
い
の
で
す
が
、
ご
命
令
と
あ
れ
ば
仕
方
が
な
き
こ
と
。
確
か
に
小
田
原
に
お
届
け
致
し
ま
す
。 

直
ぐ
に
鶴
瀬
を
離
れ
、
小
田
原
に
向
け
て
出
立
し
た
。
武
田
を
裏
切
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
小
山
田
の
笹
子
峠
に
向
け
て
出
発
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
も
と 

よ
り
、
小
山
田
殿
は
、
武
田
家
を
裏
切
っ
て
お
ら
ず
、
関
と
言
わ
れ
て
い
る
逆
茂
木
も
通
行
自
由
で
あ
っ
た
。 

ま
も
な
く
、
北
条
夫
人
の
近
く
に
も
、
鉄
炮
の
弾
、
弓
矢
の
矢
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。
北
条
婦
人
は
静
か
に
目
を
閉
じ
、
胸
の
前
で
両
の
手
を
合
わ
せ
た
。 

 

北
条
夫
人
・
お
館
様
、
お
願
い
致
し
ま
す
。 

そ
っ
と
目
を
開
け
、
懐
か
ら
護
身
用
の
短
刀
を
取
り
出
し
、
自
刃
し
て
果
て
た
。 

勝
頼
・
涙
を
流
し
な
が
ら
、
す
ま
ぬ
と
一
言
。 

白
刃
を
振
り
下
ろ
し
た
。 

事
の
成
り
行
き
を
見
守
っ
て
い
た
女
房
、
侍
女
た
ち
も
こ
れ
に
続
い
た
。
北
条
夫
人
は
、
時
に
享
年
十
九
歳
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。 

北
条
夫
人
の
遺
命
を
受
け
た
者
達
は
、
数
日
後
に
小
田
原
に
遺
髪
と
三
人
の
辞
世
の
句
を
届
け
た
と
い
う
。 

北
条
夫
人
、
信
勝
、
勝
頼
が
相
次
い
で
死
ん
だ
。 

内
膳
・
お
館
様
は
、
は
や
夫
婦
と
も
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
誰
の
た
め
に
戦
っ
て
い
る
の
か
と
叫
ん
だ
。 

土
屋
・
そ
の
通
り
じ
ゃ
。
残
さ
れ
し
我
ら
敵
方
の
命
一
人
で
も
共
に
冥
途
に
連
れ
参
ろ
う
ぞ
。 

お
館
様
に
お
供
出
来
な
か
っ
た
は
残
念
で
あ
る
。 

も
う
一
度
最
期
の
ひ
と
戦
を
し
て
腹
を
切
ろ
う
。
意
あ
る
者
は
儂
に
続
け
。 

と
言
い
放
ち
、
大
軍
の
中
に
切
っ
先
を
揃
え
て
突
入
し
、
獅
子
奮
迅
の
働
き
を
し
た
が
多
勢
に
無
勢
で
あ
る
。
彼
ら
は
み
な
討
た
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
正
午
ま
で
、

武
田
方
で
生
き
残
っ
て
い
る
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
殉
死
し
た
家
臣
の
多
く
は
、
勝
頼
の
高
遠
時
代
以
来
の
家
臣
で
あ
り
、
そ
の
他
に
諏
方
衆

と
み
ら
れ
る
人
、
武
田
譜
代
は
土
屋
・
秋
山
兄
弟
が
目
を
引
く
だ
け
で
あ
る
。 

跡
部
・
河
村
・
安
西
と
、
数
人
の
小
山
田
一
族
の
名
前
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
山
県
・
原
・
内
藤
・
馬
場
・
春
日
な
ど
の
上
級
譜
代
の
縁
者
は
一
人
も
い
な
い
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。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
勝
頼
は
や
は
り
武
田
勝
頼
で
は
な
く
、
諏
訪
四
郎
勝
頼
と
し
て
死
地
に
赴
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

七
、
信
茂
公
死
の
覚
悟
で
信
忠
の
前
へ 

岩
殿
城
に
詰
め
て
い
た
信
茂
公
の
元
に
、
勝
頼
様
討
ち
死
に
の
報
せ
が
届
い
た
の
は
、
そ
の
日
天
正
十
年
三
月
十
一
日
の
夕
刻
で
あ
っ
た
。 

信
茂
・
お
館
様
。
ご
立
派
な
最
後
で
あ
っ
た
。
お
館
様
ら
し
ゅ
う
な
ら
れ
ま
し
た
な
。 

両
の
目
か
ら
涙
が
溢
れ
て
止
ま
ら
ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
拭
お
う
と
も
し
な
い
で
、
じ
っ
と
峠
の
方
に
目
を
や
っ
て
い
た
。 

家
臣
・
お
館
様
、
無
念
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

信
茂
・
じ
っ
と
目
を
瞑
り
、
先
々
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
。
か
っ
と
目
を
開
き
、 

 
 

・
儂
が
命
と
引
き
換
え
に
、
郡
内
領
地
に
は
、
織
田
、
徳
川
連
合
軍
は
一
歩
も
、
誰
一
人
と
も
入
れ
ぬ
。
こ
れ
こ
そ
が
、
勝
頼
公
と
の
約
束
事
じ
ゃ
。
皆
の
者
、
安 

心
せ
い
。
こ
れ
で
郡
内
に
は
、
敵
は
入
っ
て
こ
ぬ
ぞ
。 

家
来
一
同
・
お
館
様 

岩
殿
砦
を
夕
闇
が
包
み
始
め
て
い
た
。 

信
茂
・
皆
の
者
、
儂
は
こ
こ
に
残
り
、
も
う
少
し
戦
況
を
確
か
め
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
帰
り
ま
せ
い
。 

家
来
一
同
・
お
館
様
、
儂
等
も
こ
こ
に
留
ま
ら
せ
て
下
さ
り
ま
せ
ぬ
か
。 

信
茂
・
な
ら
ぬ
、
そ
の
方
達
は
、
こ
れ
か
ら
の
郡
内
を
守
る
の
じ
ゃ
。
そ
の
方
達
が
為
に
、
勝
頼
様
も
儂
に
下
命
さ
れ
た
の
じ
ゃ
。
峠
に
て
、
儂
を
撃
て
と
。
首
を
と
れ

い
と
、
信
忠
が
処
へ
首
を
持
て
と
。 

家
来
・
何
で
す
と
、
そ
れ
で
は
は
じ
め
か
ら
勝
頼
様
は
郡
内
の
た
め
に
お
命
を
・
・
・
。 

信
茂
・
そ
う
じ
ゃ
そ
の
通
り
じ
ゃ
。
こ
れ
か
ら
が
郡
内
は
、
誰
の
者
で
も
な
い
。
そ
の
方
達
皆
が
、
力
を
合
わ
せ
郡
内
領
地
、
領
民
を
守
る
の
じ
ゃ
。
こ
の
通
り
じ
ゃ
。

（
静
か
に
頭
を
そ
っ
と
下
げ
る
。
）                     

家
来
・
お
館
様
。 
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岩
殿
城
内
に
一
斉
に
男
達
の
声
が
漏
れ
た
。 

信
茂
は
、
岩
殿
城
で
そ
の
夜
を
迎
え
、
静
か
に
勝
頼
達
の
冥
福
を
祈
り
、
次
の
朝
。
十
二
日
を
迎
え
た
。 

勝
頼
様
、
お
館
様
、
ご
無
念
で
ご
ざ
ろ
う
。
し
か
し
、
松
姫
様
達
の
一
行
を
、
こ
こ
で
見
送
り
そ
の
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
考
え
る
所
存
で
ご
ざ
り
ま
す
。
松
姫
様
方

が
、
何
事
も
な
く
笹
子
峠
を
越
え
て
、
こ
こ
岩
殿
下
を
通
過
す
る
姿
を
見
送
る
ま
で
は
、
儂
は
こ
こ
に
残
り
ま
し
ょ
う
ぞ
。 

家
来
・
殿
、
何
じ
ゃ
、
怪
し
い
者
を
捕
ら
え
ま
し
た
。 

信
茂
・
何
、
誰
じ
ゃ
。 

家
来
・
一
言
も
話
し
ま
せ
ぬ
し
、
名
前
も
言
い
ま
せ
ぬ
。
た
だ
、
我
ら
が
味
方
で
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
。（
胸
か
ら
取
り
出
さ
せ
た
書
状
を
信
茂
に
手
渡
し
た
。
） 

信
茂
・
何
、
こ
や
つ
、
織
田
の
手
先
ぞ
。 

家
来
・
何
で
す
と
。 

信
茂
・
書
状
の
内
容
を
読
み
、
ふ
ん
、
信
長
の
小
せ
が
れ
如
き
が
。 

家
来
・
い
か
な
る
事
で
ご
ざ
り
ま
す
か
。 

信
茂
・
信
忠
め
、
生
意
気
に
も
、
こ
の
儂
に
古
府
中
の
陣
屋
に
来
い
と
。 

家
来
・
何
で
す
と
、
殿
、
そ
れ
は
、
・
・
・
。 

信
茂
・
判
っ
て
お
る
、
わ
か
り
き
っ
て
お
る
こ
と
じ
ゃ
て
、
い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
先
が
、
儂
が
勝
頼
公
か
ら
下
知
さ
れ
た
最
期
の
大
戦
じ
ゃ
。 

家
来
・
殿
、 

信
茂
・
心
配
す
る
で
な
い
。
勝
頼
様
、
儂
の
身
命
を
賭
し
て
の
大
戦
が
こ
れ
か
ら
始
ま
る
の
じ
ゃ
。
信
忠
め
、
目
に
物
見
せ
て
や
る
わ
い
。 

天
正

１０

年
３
月

２２

日
、
昼
下
が
り
、
松
姫
様
の
一
行
が
、
岩
殿
下
、
畑
倉
井
山
の
威
徳
寺
の
前
を
通
過
し
て
い
く
姿
を
、
目
に
し
て
娘
香
具
姫
の
こ
れ
か
ら
先
を

、
松
姫
様
に
託
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

信
茂
・
松
姫
様
、
よ
う
ご
無
事
で
何
よ
り
で
す
。 

 
 

こ
れ
は
こ
れ
は
、
貞
姫
様
、
小
督
姫
様
、
香
具
姫
の
こ
と
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
ぞ
、
仲
良
う
し
て
下
さ
れ
。
こ
の
通
り
で
す
。 

こ
こ
岩
空
山
威
徳
寺
は
、
小
山
田
家
菩
提
寺
都
留
下
谷
に
あ
る
、
曹
洞
宗
大
儀
山
長
生
寺
末
寺
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
信
茂
立
ち
会
い
の
下
、
香
具
姫
が
一
行
に
加
わ
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り
、
供
回
り
の
者
、
仁
科
盛
信
公
手
勢
十
五
名
ほ
ど
、
古
府
中
よ
り
勝
頼
公
手
勢
、
信
茂
公
手
勢
、
併
せ
て
四
五
・
十
名
の
大
所
帯
と
な
っ
て
、
金
竜
庵
に
向
か
い
出
発

さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
時
、
信
茂
は
遠
大
な
計
画
を
持
ち
、
そ
れ
を
松
姫
様
に
伝
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
武
田
家
復
活
へ
の
道
の
り
、
こ
の
一
語
を
松
姫
様
に
託
し
香
具
姫

様
へ
の
伝
言
を
頼
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
後
の
武
田
家
復
活
の
道
筋
を
見
て
み
る
と
、
全
て
が
信
茂
公
、
勝
頼
公
の
思
惑
通
り
に
事
が
運
ん
だ
こ
と
と
理
解
し
て
良
い
の
で
あ
る
。
香
具
姫
様
の
お
子
が
、

武
田
家
の
ご
当
主
、
武
田
信
興
公
、
寛
文

１２

年
（

１６７２

年
）
生
誕
、
武
田
信
正
の
子
で
、
武
田
信
玄
の
玄
孫
に
あ
た
る
子
を
、
香
具
姫
の
娘
、
信
茂
公
孫
が
、
こ
の
世

に
送
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
れ
こ
そ
が
、
信
茂
公
最
大
の
武
田
家
へ
の
貢
献
で
あ
る
と
理
解
し
、
武
田
家
再
興
の
第
一
人
者
が
、
信
茂
公
で
あ
る
と
誰
も
が
認
め
ざ
る
を
得
な
い
結
果
で
あ
る
、

と
信
茂
公
の
深
謀
遠
慮
に
は
只
々
、
頭
が
下
が
る
と
共
に
驚
か
さ
れ
る
。 

こ
こ
ま
で
考
え
て
の
勝
頼
公
と
の
は
か
り
ご
と
で
あ
っ
た
か
と
推
測
し
た
い
。 

信
茂
・
や
れ
や
れ
、
こ
れ
で
一
安
心
じ
ゃ
わ
い
。
北
条
殿
御
家
中
、
松
田
殿
に
依
頼
し
て
お
い
た
こ
と
が
き
っ
と
功
を
奏
し
一
行
は
、
金
竜
庵
に 

無
事
到
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
岩
殿
山
砦
の
入
り
口
、
畑
倉
の
春
日
神
社
前
で
残
っ
た
郎
党
に
、
こ
れ
か
ら
先
の
こ
と
を
伝
え
た
。 

信
茂
・
小
幡
よ
、
そ
ち
は
大
砦
に
残
っ
て
お
る
、
千
鳥
姫
・
万
生
丸
を
連
れ
て
西
奥
山
へ
逃
れ
い
。
そ
こ
か
ら
浅
利
に
ぬ
け
て
、
富
士
講
の
通
る
富
士
道
を
利
用
し
て
谷

村
館
ま
で
行
く
が
良
い
。 

小
幡
・
は
は
、
確
か
に
承
り
ま
し
た
。 

信
茂
・
頼
む
ぞ
。
今
日
は
３
月

２２

日
午
後
、
小
幡
よ
、
其
方
は
砦
に
向
か
え
。
儂
は
、
一
足
先
に
谷
村
に
戻
り
、
明
朝

２３

日
に
古
府
中
へ
向
け
て
出
立
し
よ
う
ぞ
。 

小
幡
・
は
は
、
確
か
に
お
守
り
致
し
ま
す
る
。 

信
茂
・
う
む
、
頼
む
ぞ 

そ
の
夜
、
夜
更
け
て
北
条
の
軍
勢
が
岩
殿
砦
内
に
入
っ
た
か
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
情
報
が
大
砦
に
伝
わ
っ
た
。
小
幡
は
、
す
わ
北
条
の
夜
襲
か
と
思
い
慌
て
て
千
鳥
姫

・
万
生
丸
を
連
れ
出
し
、
大
岸
壁
の
横
を
ぬ
け
て
東
奥
山
に
逃
れ
よ
う
と
し
た
。
途
中
、
万
生
丸
が
大
声
で
泣
き
出
し
、
と
っ
さ
に
崖
の
上
か
ら
投
げ
落
と
し
た
。
今
の

稚
児
落
と
し
の
伝
承
で
あ
る
。 



- 20 - 

 

そ
の
後
、
小
幡
は
、
小
和
田
の
東
光
寺
に
入
り
側
室
千
鳥
姫
、
次
男
賢
一
郎
を
案
内
し
て
時
を
待
っ
た
（
本
堂
下
に
穴
を
掘
り
、
隠
れ
て
い
た
と
の
伝
書
有
り
、
数
年

生
存
＝
後
述
）。 

さ
て
、
谷
村
館
に
帰
り
着
い
た
信
茂
は
、 

信
茂
・
母
上
、
私
は
、
信
忠
が
寄
せ
た
書
状
の
通
り
に
致
す
所
存
。
お
覚
悟
を
持
っ
て
、
古
府
中
に
共
に
行
っ
て
頂
き
ま
す
る
。
他
の
者
達
も
良
い
な
。
儂
が
、
帰
ら
ぬ

時
は
そ
の
方
達
で
郡
内
を
守
る
の
じ
ゃ
ぞ
。
信
忠
と
て
、
男
・
男
の
言
葉
に
二
言
は
あ
る
ま
い
て
。 

家
来
・
殿
。 

信
茂
、
何
、
儂
達
が
命
、
郡
内
に
と
ど
め
置
く
。
良
い
な
、
夜
も
更
け
た
。
さ
、
皆
の
者
、
今
宵
は
も
う
床
に
つ
く
こ
と
と
し
よ
う
ぞ
。 

家
来
・
は
は
。 

明
く
る
３
月

２３

日
、
日
が
高
く
上
が
っ
た
頃
、 

松
姫
一
行
に
従
っ
た
一
人
が
、
信
茂
の
前
に
進
み
出
た
。 

家
来
・
殿
、
松
姫
様
達
御
一
行
、
昨
日
、
佐
野
川
を
抜
け
、
陣
馬
山
頂
を
過
ぎ
ま
し
た
。
二
十
四
日
に
は
、
金
竜
庵
に
ご
到
着
す
る
こ
と
で
あ
る
と
の
こ
と
で
伝
令
に
参

り
ま
し
た
。
北
条
勢
は
、
全
て
道
を
空
け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
殿
が
お
陰
と
、
松
姫
様
方
が
申
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

信
茂
・
お
ー
、
左
様
か
、
左
様
か
。
う
ん
う
ん
。
こ
れ
で
心
置
き
な
く
、
古
府
中
へ
と
出
立
で
き
よ
う
ぞ
。 

 
 

信
忠
め
、
待
っ
て
お
れ
い
。
郡
内
領
主
、
小
山
田
信
茂
が
意
地
、
目
に
物
見
せ
て
く
れ
よ
う
ぞ
。 

信
茂
は
、
伝
令
の
声
を
聞
き
、
そ
ん
な
に
急
い
て
い
か
な
く
と
も
、
古
府
中
に
は
参
る
と
、
伝
え
て
あ
る
の
じ
ゃ
。
松
姫
様
方
が
、
確
か
に
八
王
子
の
金
竜
庵
に
到
着

し
た
こ
と
を
聞
い
た
の
で
そ
れ
程
急
ぐ
こ
と
も
あ
る
ま
い
て
。
良
か
ろ
う
、
確
か
信
忠
め
に
は

２４

日
迄
に
は
出
向
く
と
伝
え
て
置
い
た
で
の
う
。
わ
ざ
わ
ざ
、
死
に
急

ぐ
こ
と
も
な
か
ろ
う
。 

信
茂
、
香
具
姫
一
行
の
様
子
を
耳
に
し
て
、
安
堵
し
て
供
回
り
の
者
と
古
府
中
の
躑
躅
が
﨑
館
近
く
の
陣
屋
に
出
向
い
た
。 

信
忠
よ
り
呼
出
状
が
届
け
ら
れ
た
の
が

２２

日
、

２４

日
に
は
、
甲
斐
善
光
寺
近
く
の
信
忠
が
陣
屋
に
出
向
け
と
の
こ
と
。 

信
茂
・
相
判
っ
た
。

２４

日
正
午
に
は
、
信
忠
殿
の
御
前
に
参
ろ
う
ぞ
。 

使
者
・
わ
か
り
申
し
た
。
御
大
将
に
そ
の
よ
う
に
申
し
上
げ
ま
す
る
。 
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信
忠
・
信
茂
殿
、
よ
う
参
ら
れ
た
。
織
田
の
家
臣
に
名
を
連
ね
る
気
は
ご
ざ
ら
ぬ
か
。 

信
茂
・
笑
止
、
何
を
今
更
申
さ
れ
る
か
。
我
は
郡
内
領
主
、
小
山
田
出
羽
守
信
茂
、
二
君
に
仕
え
る
気
は
毛
頭
ご
ざ
ら
ぬ
、
笑
止
。
儂
が
主
君
と 

す
る
は
、
信
玄
公
、
勝
頼
公
の
み
で
あ
る
。 

信
忠
・
相
わ
か
っ
た
。
首
を
も
ら
い
受
け
る
が
。 

信
茂
・
悔
い
は
ご
ざ
ら
ぬ
。
今
一
度
、
約
束
を
思
い
出
し
て
下
さ
れ
い
。
郡
内
領
地
、
領
民
に
は
、
一
切
手
出
し
を
せ
ぬ
と
な
。 

信
忠
・
お
約
束
申
し
上
げ
る
。 

信
茂
・
儂
が
人
生
、
命
、
郡
内
領
民
、
領
地
の
為
に
使
わ
せ
て
も
ら
い
、
こ
の
上
な
い
心
持
ち
じ
ゃ
。 

こ
の
あ
と
、
首
を
は
ね
ら
れ
た
と
か
、
自
ら
切
腹
し
た
と
か
、
い
ろ
い
ろ
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
何
と
信
茂
公
に
関
わ
り
の
あ
る
墓
地
等
が
、
四
カ
所
も
あ
る
。 
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１
、 

甲
府
市
善
光
寺
裏
の
民
地
に
「
旗
持
ち
地
蔵
」
と
し
て
胴
塚
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
更
に
は
、
毎
年
三
月
二
十
四
日
を
中
心
に
そ
れ
以
前
の
日
に
、
地
域
の
方
々

に
親
し
ま
れ
、
旗
持
ち
地
蔵
尊
と
し
て
祭
が
、
現
在
ま
で
営
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

               

２
、 

大
月
市
初
狩
に
あ
っ
た
瑞
龍
庵
跡
地
に
、
大
月
市
で
建
立
し
た
立
派
な
石
碑
が
た
っ
て
、
首
塚
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。 
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小
山
田
左
兵
衛
門
尉
信
茂
公
顕
彰
碑 

 

小
山
田
信
茂
公
の
首
塚
（
湘
南
塔
） 

 
 

此
處
中
初
狩
藤
嶋
の
地
は
詳
雲
山
瑞
龍
庵
竝
び
に
地
蔵
堂
跡
で
瑞
龍

庵
は
側
子
無
量
山
福
聚
院
の
子
院
で
あ
る
。
福
聚
の
本
寺
は
都
留
市
金

井
の
富
春
山
桂
林
寺
で
元
禄
初
年
そ
の
中
興
四
世
湘
外
祖
景
が
瑞
龍
庵

開
山
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
瑞
龍
庵
は
桁
間
五
間
半
梁
間
三
間

半
の
本
堂
兼
庫
裡
を
有
し
た
が
、
明
治

40

年
の
水
害
に
よ
り
流
失
し

た
。
甲
斐
国
誌
古
蹟
部
に
「
小
山
田
古
墳
」
と
し
て
（
中
初
狩
上
の
原

よ
り
西
南
の
山
足
藤
嶋
と
云
ふ
地
に
あ
り
、
随
龍
庵
の
側
な
り
古
き
石

塔
あ
り
。
士
人
相
伝
へ
て
小
山
田
氏
の
墳
墓
な
り
と
云
ふ
）
と
あ
り
、

今
僅
か
に
湘
南
塔
の
一
古
塔
礎
を
残
す
の
み
で
あ
る
が
、
小
山
田
氏
、

桂
林
寺
、
福
聚
院
、
瑞
龍
庵
の
脈
絡
の
中
で
当
庵
に
小
山
田
氏
墓
所
あ
る
も
不
自
然
で
は
な
い
。
信
茂
公
法
名
は
、
羽
根
子
長
生
寺
過
去
帳
に
依
れ

ば
、 

青
雲
院
殿
武
山
長
文
大
居
士 

天
正

10

年

3

月

24

日 
 

 
 

 

小
山
田
出
羽
守 

43

才 

惟
ふ
に
戦
国
以
来
時
移
り
江
戸
に
入
っ
て
朱
陽
の
儒
家
、
忠
孝
順
逆
の
説
を
普
遍
し
て
徳
川
治
世
の
礎
と
な
す
。
即
ち
順
逆
は
後
世
の
所
説
で
独
り

信
茂
公
戦
国
に
生
き
て
後
世
の
規
範
に
律
せ
ら
る
慨
嘆
之
に
過
ぐ
る
も
の
な
し
。
此
度
有
志
相
集
っ
て
公
を
顕
彰
す
る
の
建
碑
に
際
し
聊
か
公
の
為

そ
の
長
怨
を
雪
か
ん
と
す
る
。
（
石
碑
記
載
文
章
よ
り
） 

３
、 

大
月
市
小
和
田
の
東
光
寺
様
境
内
に
信
茂
公
お
位
牌
、
過
去
帳
に
氏
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。（
墓
石
様
の
大
石
も
現
存
し
て
い
る
。
） 

東
光
院
殿
前
羽
州
大
守
契
山
存
公
居
士 

天
正

10

年
壬
午
年

11

月

18

日
寂 
小
山
田 

信
茂 

虎
渓
良
関
大
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

天
正

15

丁
亥
年

2

月

18

日
病
没 

信
茂
室 
千
鳥
姫 

一
雲
斎
鶴
翁
居
士 

 
 

 
 

 
 

 
 

天
正

14

年
丙
戌
年

3

月

12

日
没 

信
茂
二
男 
中
沢
賢
一
郎 

英
林
良
雄
大
子 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

天
正

20

年

12

月

12

日
寂 

小
山
田
ノ
士 

 
 

中
沢
良
平 
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寂
と
は
・
仏
語
。
仏
道
修
行
に
よ
り
有
無
執
着
の
迷
い
の
境
地
を
脱
却
し
て
、
悟
り
の
境
界(

き
ょ
う
が
い)

に
は
い
る
こ
と 

没
と
は
・（「
歿
」
と
通
用
）
死
ぬ
。「
没
後
・
没
年
／
死
没 

 

４
、 
東
京
都
あ
き
る
野
市
五
日
市
高
校
の
敷
地
の
中
に
胴
塚
（
鎧
塚
）
が
、
残
さ
れ
て
い
る
。 

徳
川
家
康
の
考
え
方(

江
戸
城
の
鬼
門
の
方
角
＝
日
光
東
照
宮
に
祀
ら
れ
て
い
る
＝
江
戸
を
守
る
＝
江
戸
城
、
江
戸
市
中
を
守
る)

か
ら
考
え
た
と
き
に
、
こ
の
１
の
場

所
は
、
甲
府
城
下
町
、
甲
府
善
光
寺
の
鬼
門
に
当
た
る
方
角
で
あ
る
。

440

年
も
の
間
、
裏
切
り
者
と
言
わ
れ
て
い
た
信
茂
公
の
胴
塚
を
そ
ん
な
場
所
に
作
る
で
あ
ろ
う

か
。
又
は
、
当
時
の
人
は
、
信
茂
公
を
裏
切
り
者
と
と
ら
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
こ
の
よ
う
に
考
え
な
い
と
１
の
意
味
が
理
解
出
来
な
い
。
首
は
、
荒
川
の

土
手
辺
り
に
さ
ら
し
首
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
ご
家
来
衆
の
小
幡
太
郎
が
、
奥
山
の
東
光
寺
ま
で
運
ん
だ
、
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。 

１
と
２
と
３
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
今
後
、
研
究
す
る
余
地
が
あ
る
様
に
思
う
。
さ
ら
に
、
あ
き
る
野
市
に
ま
で
話
が
及
ぶ
と
な
れ
ば
、
さ
ら
に
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
あ
き
る
野
市
の
場
合
に
は
、
首
塚
、
胴
塚
と
言
う
よ
り
も
「
鎧
塚
」
と
呼
ん
だ
方
が
、
よ
り
適
切
で
は
な
い
か
と
も
、
誰
と
も
な
く
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
四
つ
の
地
域
に
伝
説
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
信
茂
公
謀
反
説
が
、
本
当
か
ど
う
か
ま
っ
た
く
理
解
出
来
な
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
疑

わ
し
く
思
わ
れ
る
方
は
、
単
に
私
一
人
だ
け
に
は
、
と
ど
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

信
茂
公
は
、
最
期
ま
で
郡
内
領
民
、
領
地
の
御
領
主
様
と
し
て
国
衆
・
小
山
田
氏
の
名
前
を
後
世
に
伝
え
て
い
る
が
、
伝
聞
情
報
を
主
に
ま
と
め
ら
れ
た
諸
々
の
古
典

で
、
武
田
家
を
裏
切
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
の
研
究
で
は
、
裏
切
り
ど
こ
ろ
か
、
大
忠
臣
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
世
に
認
め
ら
れ
て
き

て
い
る
。 

そ
の
良
い
例
の
一
つ
と
し
て(

信
道
系
武
田
家)

晴
信
（
信
玄
）・
信
親
（
竜
芳
）
・
〕
信
道
「
大
久
保
長
安
事
件
＝
信
道
、
信
正
が
伊
豆
大
島
に
配
流
、
信
道
逝
去
、
信

正
武
田 

信
正
（
た
け
だ 

の
ぶ
ま
さ
）
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
人
物
。
武
田
信
道
の
子
。
武
田
信
玄
の
曾
孫
に
あ
た
る
。
子
に
武
田
信
興
。
妻
は
内
藤
忠
興
の
娘
（
忠
興

と
香
具
姫
の
娘
＝
信
茂
の
孫
＝
武
田
家
再
興
）
。
こ
れ
こ
そ
、
信
茂
公
・
勝
頼
公
の
思
い
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
（
後
述
） 

残
念
な
事
で
慶
長

18

年
（

1613

年
）
、
大
久
保
長
安
の
死
後
に
起
こ
っ
た
大
久
保
長
安
事
件
に
連
座
し
て
、
父
信
道
と
と
も
に
松
平
康
長
に
預
け
ら
れ
た
。
の
ち
、

元
和
元
年
（

1615

年
）
に
伊
豆
大
島
に
配
流
さ
れ
、
同
島
の
野
増
に
居
を
構
え
る
。
父
が
没
し
た
の
ち
も
赦
さ
れ
ず
在
島
し
た
が
、
上
野
寛
永
寺
の
公
海
の
と
り
な
し
な

ど
が
あ
り
、
寛
文

3

年
（

1663

年
）

3

月
、
徳
川
家
光
の

13

回
忌
に
赦
免
さ
れ
江
戸
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
磐
城

7

万
石
大
名
、
平
藩
主
内
藤
忠
興
に
迎
え
ら
れ

、
忠
興
の
娘
（
母
は
小
山
田
信
茂
の
娘
香
具
姫
）
の
婿
と
な
っ
た
。
二
人
の
間
の
子
信
興
は
高
家
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
。
」
・
信
興
・
信
安
・
信
明
・
護
信
・
信
典
・
信

https://www.weblio.jp/content/%E9%80%9A%E7%94%A8
https://www.weblio.jp/content/%E6%B2%A1%E5%BE%8C
https://www.weblio.jp/content/%E6%B2%A1%E5%B9%B4
https://www.weblio.jp/content/%E6%AD%BB%E6%B2%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A6%E7%94%B0%E4%BF%A1%E9%81%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A6%E7%94%B0%E4%BF%A1%E7%8E%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A6%E7%94%B0%E4%BF%A1%E8%88%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E8%97%A4%E5%BF%A0%E8%88%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%85%B6%E9%95%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E4%B9%85%E4%BF%9D%E9%95%B7%E5%AE%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E4%B9%85%E4%BF%9D%E9%95%B7%E5%AE%89%E4%BA%8B%E4%BB%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%BE%E5%B9%B3%E5%BA%B7%E9%95%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%83%E5%92%8C_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E8%B1%86%E5%A4%A7%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%9B%E6%B0%B8%E5%AF%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AC%E6%B5%B7_(%E5%83%A7)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%B3%E5%B7%9D%E5%AE%B6%E5%85%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A3%90%E5%9F%8E%E5%B9%B3%E8%97%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E8%97%A4%E5%BF%A0%E8%88%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%8F%E5%B1%B1%E7%94%B0%E4%BF%A1%E8%8C%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E5%AE%B6_(%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%99%82%E4%BB%A3)
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之
・
崇
信
・
信
任
・
要
子
・
信
安
・
昌
信
・
邦
信
・
英
信
と
続
い
て
い
る
。（
こ
の
時
に
、
武
田
信
正
が
小
山
田
信
茂
が
孫
と
結
婚
し
て
信
興
を
誕
生
さ
せ
て
現
在
の
武

田
家
の
再
興
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
信
茂
公
、
勝
頼
公
の
英
断
中
の
英
断
で
あ
っ
た
こ
と
と
と
ら
え
て
い
る
。
） 

以
来
、
郡
内
の
英
雄
、
小
山
田
信
茂
公
、
世
間
に
は
裏
切
り
者
と
そ
し
ら
れ
約

300

年
後
、
明
治

12

年
（

1879

年
）
時
の
陸
軍
大
将
、
乃
木
希
典
が
、
岩
殿
山
上
の

頂
き
に
立
ち
、
詠
ん
だ
漢
詩 

「
英
雄
前
後
幾
興
亡
剣
に
よ
っ
て
帳
然
夕
陽
を
見
る
」
と
詠
ま
れ
、
岩
殿
大
砦
に
立
っ
た
、
乃
木
大
将
は
お
そ
ら
く
信
茂
公
裏
切
り
説
に
対
し
て
は
、
不
可
思
議
と
し
か

言
い
よ
う
の
な
い
感
覚
を
持
た
れ
た
に
違
い
な
い
。
漢
詩
冒
頭
の
「
英
雄
」
は
、
間
違
い
な
く
信
茂
公
に
思
い
を
馳
せ
て
詠
ま
れ
た
一
語
で
あ
る
と
理
解
し
た
い
。 

先
述
の
繰
り
返
し
と
な
る
が
、
松
姫
様
と
信
茂
公
と
勝
頼
公
の
深
い
想
い
が
、
凡
そ

450

年
を
経
た
令
和

4

年

3

月
、
威
徳
寺
本
堂
に
て
、
お
二
人
再
開
の
法
要

「
信
茂
公
・
松
姫
様
ご
供
養
祭
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。 

祭
壇
の
真
ん
中
に
松
姫
様
、
そ
の
右
横
に
信
茂
公
と
二
人
の
位
牌
が
、
信
松
院
ご
住
職
様
の
お
手
で
飾
ら
れ
た
。 

そ
し
て
鐘
の
音
と
共
に
、
法
要
の
読
経
が
厳
か
に
開
始
さ
れ
た
。
そ
の

2～3

分
後
に
、
二
陣
の
突
風
が
本
堂
を
抜
け
て
行
っ
た
。
本
堂
入
り
口
に
垂
ら
さ
れ
て
い
た
供

養
祭
の
幕
が
静
か
に
動
き
停
め
て
い
た
画
鋲
が
落
ち
た
。
役
員
が
、
再
度
そ
れ
を
垂
ら
し
た
が
、
そ
の
後
は
厳
粛
な
内
に
法
要
が
終
了
し
た
。
参
加
さ
れ
て
お
香
を
焚
か

れ
た
誰
彼
と
も
な
く
、
あ
れ
は
間
違
い
な
く
松
姫
様
信
茂
公
で
あ
る
、
と
の
声
が
上
が
っ
た
。
そ
こ
に
参
加
さ
れ
て
い
た
、
誰
も
が
そ
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
た
と
思
わ

れ
た
一
場
面
で
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
私
達
、
小
山
田
信
茂
公
顕
彰
会
の
会
員
は
、
文
字
通
り
信
茂
公
の
活
躍
を
掘
り
起
こ
し
、
汚
名
返
上
に
努
力
し
、
地
域
活
性
化
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
回
、
県
で
作
成
し
た
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
信
茂
と
勝
頼
（
物
語
と
略
付
き
で
は
あ
る
が
）
の
映
像
が
、
県
民
は
も
と
よ
り
全
国
民
の
考
え
に
影
響
を
与
え
る
媒
体
と
な
っ

て
欲
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。(

完) 
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現
代
ま
で
の
小
山
田
信
茂
公
へ
の
一
般
的
な
ご
意
見
と
し
て
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

大
阪
府
在
住
の
団
塊
世
代
の
？
様
引
用 

小
山
田
信
茂
は
武
田
勝
頼
を
裏
切
り
織
田
方
に
寝
返
っ
た
が
そ
の
末
路
は
？ 

2
0
2
1
/1

/2
7
 2

0
2
1
/3

/2
2
 

歴
史
・
郷
土 

戦
国
時
代
の
メ
イ
ン
の
物
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
武
田
信
玄
亡
き
後
、
織
田
信
長
・
徳
川
家
康
連
合
軍
や
後
北
条
氏
と
の
戦
い
を
重
ね
た
武
田
勝
頼
の
重
臣
で
、

土
壇
場
で
勝
頼
を
裏
切
っ
て
織
田
方
に
寝
返
り
、
武
田
氏
滅
亡
を
決
定
づ
け
た
小
山
田
信
茂
の
末
路
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

今
回
は
こ
の
裏
切
り
者
・
小
山
田
信
茂
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

１

．
小
山
田
信
茂
（
お
や
ま
だ
の
ぶ
し
げ
）
と
は 

小
山
田
信
茂
（

1539

年
か

1540

年
？
～

1582

年
）
は
、
戦
国
時
代
の
甲
斐
武
田
氏
の
家
臣
の
武
将
で
、「
武
田
二
十
四
将
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

彼
は
戦
国
最
強
と
も
評
さ
れ
る
武
田
氏
の
譜
代
家
老
衆
で
、
文
武
に
優
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
彼
を
最
も
有
名
に
し
た
の
は
、
そ
の
よ
う

な
美
点
で
は
な
く
、「
最
大
の
汚
点
」
と
も
言
う
べ
き
「
裏
切
り
に
よ
っ
て
武
田
氏
を
滅
亡
に
追
い
や
っ
た
」
と
い
う
事
実
で
す
。 

な
お
、
小
山
田
氏
は
代
々
、
甲
斐
東
部
郡
内
領
の
「
国
衆
（
く
に
し
ゅ
う
）」
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

「
国
衆
」
と
は
、
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
「
在
地
領
主
」
お
よ
び
そ
の
連
合
組
織
の
こ
と
で
す
。「
国
人
（
こ
く
じ
ん
）」（
国
人
領
主
）
と
も
言
い
ま
す
。 

室
町
幕
府
の
支
配
に
抗
し
て
地
方
で
小
規
模
な
領
主
制
を
形
成
し
た
地
頭
・
荘
官
・
有
力
名
主
な
ど
の
総
称
で
す
。
郡
な
い
し
一
国
規
模
で
行
動
し
、
状
況
に
応
じ
て
守

護
の
被
官
に
な
っ
た
り
、
守
護
排
斥
運
動
の
中
心
に
も
な
り
ま
し
た
。 

武
田
氏
の
よ
う
な
「
戦
国
大
名
」
と
小
山
田
氏
の
よ
う
な
「
国
衆
」
と
の
関
係
は
、「
主
君
と
家
来
」
と
い
う
単
純
な
主
従
関
係
で
は
な
く
、「
一
種
の
契
約
関
係
」
で
し

た
。
大
名
が
攻
撃
を
受
け
れ
ば
国
衆
が
軍
を
出
す
代
わ
り
に
、
大
名
か
ら
あ
る
程
度
の
庇
護
を
受
け
る
と
い
う
関
係
で
す
。 

従
っ
て
、
大
名
が
自
分
た
ち
を
庇
護
す
る
能
力
が
な
い
と
判
断
す
れ
ば
、「
契
約
解
消
」（
契
約
破
棄
）
と
な
り
、
大
名
を
裏
切
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
を
「
返
り
忠
（
か
え
り
ち
ゅ
う
）」
と
言
い
ま
す
が
、
要
す
る
に
「
寝
返
り
」
で
す
。 

（
１
）
生
い
立
ち
か
ら
家
督
相
続
ま
で 

https://skawa68.com/category/history-hometown/
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彼
は
郡
内
地
方
の
国
衆
・
小
山
田
氏
当
主
の
小
山
田
出
羽
守
信
有
（

1519

年
～

1552

年
）
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
祖
母
は
武
田
信
虎
（

1494

年
～

1574

年
）
の

妹
で
す
。
ち
な
み
に
信
虎
は
武
田
信
玄
の
父
で
す
。 

1552

年
に
父
が
病
死
す
る
と
、
兄
の
弥
三
郎
信
有
（
？
～

1565

年
）
が
家
督
を
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
し
て

1565

年
に
兄
が
病
死
し
た
た
め
、
彼
が
家
督
を
相
続
し
ま
し
た
。 

彼
は
譜
代
家
老
衆
に
属
す
る
「
御
小
姓
衆
」
と
し
て
、
騎
馬

250

騎
を
率
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
す
で
に
譜
代
家
老
衆
に
数
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

武
田
信
玄
の
信
任
を
得
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

（
２
）
武
田
信
玄
（

1521

年
～

1573

年
）
の
家
臣
と
し
て
の
活
動 

彼
は
信
玄
の
治
世
下
で
、
文
武
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
、
教
養
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

1569

年
の
北
条
氏
と
の
戦
い
で
あ
る
小
田
原
城
包
囲
の
前
哨
戦
で
は
、
彼
は
別
働
隊
と
し
て
御
嶽
城
や
鉢
形
城
な
ど
を
攻
撃
し
て

い
ま
す
。 

1570

年
に
は
伊
豆
・
韮
山
城
を
攻
撃
し
、

1572

年
に
は
信
玄
に
同
行
し
て
「
西
上
作
戦
」
に
従
軍
し
、

1573

年
の
徳
川
家
康
・
織

田
信
長
連
合
軍
と
の
「
三
方
ヶ
原
の
戦
い
」
で
は
先
陣
を
務
め
、
勝
利
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
臨
在
寺
の
僧
侶
・
鉄
山
宗
純
と
は
優
れ
た
漢
詩
に
よ
る
詩
の
交
換
を
し
て
い
た
と
い
う
記
録
が
、「
仏
眼
禅
師
語
録
」
に
あ

り
ま
す
。
ま
た

1570

年
に
は
焼
失
し
た
上
吉
田
西
念
寺
の
再
興
に
乗
り
出
し
た
り
す
る
な
ど
教
養
人
と
し
て
文
化
面
で
も
貢
献
し

て
い
ま
す
。 

（
３
）
武
田
勝
頼
（

1546

年
～

15852

年
）
の
重
臣
と
し
て
の
活
動 

信
玄
存
命
中
は
順
調
な
人
生
で
し
た
が
、
信
玄
が
急
逝
し
て
以
降
は
武
田
氏
と
運
命
を
共
に
す
る
よ
う
に
彼
の
人
生
に
は
暗
い
影
が
差
し
て
き
ま
す
。 

1575

年
の
織
田
信
長
・
徳
川
家
康
連
合
軍
と
の
「
長
篠
の
戦
い
」
で
は
、
敗
北
後
に
勝
頼
の
護
衛
と
し
て
退
却
に
貢
献
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
か
つ
て
後
北
条
氏
の
「
取
次
」（
交
渉
役
）
を
務
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
房
総
里
見
氏
や
上
杉
氏
の
「
取
次
」
と
し
て
和
睦
の
道
を
探
り
ま
し
た
。
そ
の
一

環
と
し
て
上
杉
家
の
家
督
争
い
で
あ
る
「
御
館
の
乱
」（

1578

年
）
で
は
上
杉
景
勝
を
支
持
し
、
勝
頼
の
妹
で
あ
る
菊
姫
の
輿
入
れ
に
も
関
与
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
こ
の
こ
と
で
北
条
氏
政
と
の
関
係
が
悪
化
し
、「
甲
相
同
盟
」
の
決
裂
を
招
く
結
果
と
な
り
、
彼
の
領
内
に
は
後
北
条
氏
が
頻
繁
に
侵
攻
を
試
み
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 
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（
４
）
武
田
勝
頼
に
対
し
て
土
壇
場
で
裏
切
る 

1581

年
に
な
る
と
後
北
条
氏
の
侵
攻
を
防
ぎ
切
れ
な
く
な
っ
た
彼
は
、
勝
頼
に
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。
し
か
し

1582

年
に
は
織
田
信
長
軍
の
侵
攻
が
開
始
さ
れ
た
た
め

、
武
田
氏
は
い
よ
い
よ
存
亡
の
危
機
を
迎
え
ま
す
。 

彼
は
勝
頼
に
従
っ
て
着
陣
し
ま
し
た
が
、
同
じ
「
取
次
」
と
い
う
立
場
の
人
物
が
上
杉
景
勝
側
へ
離
反
し
た
こ
と
を
知
る
と
こ
れ
を
嘆
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

同
じ
「
取
次
」
で
あ
っ
た
彼
も
非
難
さ
れ
た
よ
う
で
、
被
害
者
意
識
を
強
く
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

し
か
し
結
局
防
戦
す
ら
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
た
武
田
軍
は
、
新
府
城
で
軍
議
を
行
っ
た
結
果
、
彼
の
領
内
に
退
避
し
た
後
に
、

彼
の
城
で
あ
る
「
岩
殿
城
」
で
籠
城
戦
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
事
態
に
、
彼
は
武
田
氏
と
自
分
た
ち
が
共
倒
れ
に
な
る
こ
と
を
確
信
し
、
自
身
の
「
国
衆
」
と
し
て
の
立
場
を
優

先
し
、
岩
殿
城
へ
向
か
う
途
中
で
勝
頼
を
裏
切
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。 

そ
の
際
、
人
質
と
し
て
囚
わ
れ
て
い
た
老
母
を
力
づ
く
で
奪
い
去
っ
た
こ
と
で
謀
反
の
意
思
を
明
確
に
表
明
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

彼
は
途
中
で
勝
頼
か
ら
離
れ
て
先
に
岩
殿
城
に
入
り
、
城
門
を
閉
ざ
し
て
勝
頼
一
行
を
城
内
に
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て

「
天
目
山
の
戦
い
」
で
敗
れ
た
勝
頼
は
「
も
は
や
こ
れ
ま
で
」
と
観
念
し
て
天
目
山
で
自
害
し
、
武
田
氏
は
滅
亡
し
ま
し
た
。 

（
５
）
末
路 

そ
の
後
、
敵
将
・
織
田
信
忠
（

1557

年
～

1582

年
）
を
訪
ね
た
彼
は
、
織
田
方
か
ら
内
応
を
持
ち
か
け
た
わ
け
で
は
な
く
自
分
勝
手
に
離
反
し
た
「
不
忠
者
」
と
し
て
謗

（
そ
し
）
り
を
受
け
た
後
処
刑
さ
れ
る
と
い
う
憂
き
目
に
遭
い
ま
し
た
。
そ
の
際
同
時
に
、
老
母
・
妻
・
子
供
と
血
縁
者
も
ろ
と
も
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。 

彼
は
「
国
衆
」
と
し
て
の
小
山
田
氏
の
生
き
残
り
を
か
け
て
、
勝
頼
を
見
限
り
、
織
田
方
に
寝
返
ろ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
織
田
信
忠
は
主
君
を
裏
切
っ
た
不
忠
者
の
彼

を
配
下
に
置
い
た
と
し
て
も
、
今
度
は
自
分
を
裏
切
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

武
田
氏
一
族
お
よ
び
重
臣
の
殲
滅
を
考
え
て
い
た
織
田
軍
に
し
て
み
れ
ば
、
彼
ら
一
族
を
処
刑
し
た
の
は
当
然
の
対
応
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
彼
に
と
っ
て
は
不
名
誉

な
「
裏
切
り
者
」
と
し
て
の
汚
名
だ
け
が
残
る
結
果
と
な
り
、
彼
の
「
返
り
忠
」
は
徒
労
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

２

．
小
山
田
信
茂
が
裏
切
っ
た
背
景 
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（
１
）
武
田
氏
と
は
「
一
種
の
契
約
関
係
」
な
の
で
「
返
り
忠
」
も
あ
り
得
た
こ
と 

上
に
詳
し
く
述
べ
た
よ
う
に
、
小
山
田
信
茂
は
「
国
衆
」
で
し
た
の
で
、「
織
田
信
長
と
明
智
光
秀
・
豊
臣
秀
吉
と
の
関
係
」
や
、「
徳
川
家
康
と
三
河
以
来
の
譜
代
の
家

臣
と
の
関
係
」
と
は
異
な
り
ま
す
。 

明
智
光
秀
や
豊
臣
秀
吉
は
「
中
途
採
用
社
員
」
で
し
た
が
、
織
田
家
の
「
生
え
抜
き
の
社
員
」
を
差
し
置
い
て
、
実
力
で
「
成
績
」
（
武
功
）
を
上
げ
て
出
世
頭
と
な
り

ま
し
た
。 

三
河
以
来
の
譜
代
の
家
臣
は
、
徳
川
家
の
「
生
え
抜
き
の
社
員
」
で
あ
り
、
強
固
な
主
従
関
係
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
れ
に
比
べ
て
「
国
衆
」
の
小
山
田
信
茂
は
、「
国
衆
」
と
し
て
の
自
ら
の
立
場
を
守
る
た
め
に
、
弱
い
（
弱
く
な
っ
た
）
大
名
か
ら
離
れ
て
、
現
在
勢
力
の
強
い
大
名

に
味
方
し
よ
う
（
寝
返
ろ
う
）
と
い
う
打
算
が
働
く
の
は
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
す
。 

余
談
で
す
が

NHK

大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
で
も
、
真
田
昌
幸
（

1547

年
～

1611

年
）
が
「
真
田
家
」
が
生
き
残
る
た
め
に
、
ど
の
大
名
と
同
盟
関
係
を
結
ぶ
べ
き
か
苦

悩
し
て
い
ま
し
た
。 

真
田
昌
幸
は
真
田
信
之
・
信
繁
（
幸
村
）
兄
弟
の
父
で
す
が
、
武
田
信
玄
の
家
臣
と
な
り
「
信
濃
先
方
衆
」（
国
衆
）
と
な
っ
た
地
方
領
主
で
、
信
玄
・
勝
頼

2

代
に

仕
え
、
武
田
氏
滅
亡
後
に
自
立
後
織
田
信
長
の
軍
門
に
降
り
、
滝
川
一
益
の
与
力
と
な
り
ま
し
た
。 

本
能
寺
の
変
後
に
再
び
自
立
し
、
近
隣
の
北
条
氏
や
徳
川
氏
、
上
杉
氏
と
の
折
衝
を
経
て
、
豊
臣
政
権
下
で
所
領
安
堵
さ
れ
ま
し
た
。
上
田
合
戦
で
二
度
に
わ
た
っ
て
徳

川
軍
を
撃
退
し
て
徳
川
家
康
を
大
い
に
恐
れ
さ
せ
ま
し
た
が
「
関
ヶ
原
の
戦
い
」
で
西
軍
に
つ
い
た
た
め
改
易
さ
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
徳
川
家
康
の
重
臣
・
本
田
忠
勝
の
娘
（
徳
川
家
康
の
養
女
）
を
娶
っ
て
い
た
嫡
男
・
信
之
は
徳
川
方
の
東
軍
に
つ
き
、
後
に
上
田
藩
初
代
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
徳
川
家
に
楔
（
く
さ
び
）
を
打
ち
込
ま
れ
つ
つ
も
、
真
田
家
存
続
を
図
っ
た
真
田
昌
幸
の
深
謀
遠
慮
の
結
果
で
す
。 

（
２
）「
国
衆
」
と
し
て
の
小
山
田
氏
は
武
田
氏
と
過
去
に
敵
対
し
た
経
緯
が
あ
る
こ
と 

室
町
時
代
に
は
、
国
衆
の
小
山
田
氏
と
武
田
氏
と
は
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
彼
の
祖
先
に
あ
た
る
小
山
田
弥
太
郎
は
、
武
田
信
虎
（
信
玄
の
父
）
と
の

戦
い
で
討
ち
死
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
信
虎
と
の
間
で
小
競
り
合
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
や
が
て
小
山
田
氏
の
領
国
の
都
留
郡
を
信
虎
が
庇
護
す
る
形
で
小
山
田
氏

も
勢
力
を
伸
ば
し
、
信
茂
が
家
督
を
継
ぐ
こ
ろ
に
は
武
田
氏
の
家
臣
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 
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二
○
一
九
年
二
月
六
日
（

水

） 

▲
武
田
氏
に
仕
え
裏
切
り
滅
亡
す
戦
国
の
歴
史
岩
殿
山
に
あ
り
、
こ
の
短
歌
が
読
売
新
聞(

山
梨
版)

に
掲
載
さ
れ
た

。 

左
の
短
歌
は

、
二
月
五
日
掲
載
投
稿
へ
の
返
歌
で
す

。 

〇
戦
国
の
城
主
の
汚
名
は
ら
さ
ん
と
郷
土
愛
篤
き
平
成
の
勇
士 

(

作
・
大
月
市
短
歌
連
盟
所
属
某
女
性) 

以
下

、 〇 

通
説
を
鵜
呑
み
に
す
る
か
疑
う
か
歴
史
研
究
つ
と
に
進
歩
し 

〇 

古
の
価
値
観
の
み
を
信
じ
込
み
歴
史
の
流
れ
理
解
せ
ぬ
君 

〇 

い
つ
ま
で
も
古
説
を
信
じ
新
説
に
耳
傾
け
ぬ
哀
れ
な
る
主 

〇 

真
実
は
岩
殿
の
木
が
知
っ
て
い
る
通
説
だ
け
が
一
人
歩
き
し 

〇 

戦
国
の
乱
世
に
生
き
し
武
士

も
の
の
ふ

が
名
声
捨
て
て
領
民
守
る 

〇 

戦
国
の
乱
世
に
生
き
し
武
士
の
生
き
様
重
く
領
民
承 う

け
て 

〇 

滅
し
た
る
小
山
田
武
田
双
方
の
和
解
な
さ
れ
る
新
元
号
の
年
（

令
和
元
年
・
小
山
田
隆
信
氏

、
武
田
家
旧
温
会
入
会

） 

〇 

小
山
田
が
歴
史
に
名
を
ば
残
す
の
は
領
民
守
る
大
義
第
一 

〇 

信
茂
公
歴
史
に
名
前
残
せ
し
は
領
民
の
加
護
大
義
知
ら
れ
ず 

〇 

裏
切
り
と
言
わ
れ
続
け
て
四
百
年
今
こ
そ
晴
ら
す
領
主
の
無
念 

〇 

戦
国
に
裏
切
り
忠
義
何
ぞ
や
と
後
の
価
値
観
通
用
せ
ず
に 
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〇 

創
ら
れ
し
忠
義
の
価
値
に
縛
ら
れ
て
じ
っ
と
我
慢
の
郷
土
の
偉
人 

〇 

岩
殿
に
乃
木
大
将
の
思
い
あ
り
英
雄
帳
然
夕
陽
を
見
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

作 

小
俣
公
司 

 
 

  

    

岩
殿
城
歌 作

詩 

澤
登
初
義 

作
曲 

古
谷 
宏 

 
 

 
 

 
 

 
 

編
曲 

松
本 

浩 

唄 
 

平
川
幸
夫 
詩
吟 

鈴
木
鴬
風 

唄 
 

三
浦
光
一 

詩
吟 

笹
川
鎮
江 

編
曲 

佐
野
雅
美 

唄 
 

大
月
市
民
合
唱
団 

   

１ 

武
田
の
ま
も
り 

岩
殿
は 

 
 

 
 

 
 

２ 

城
下
の
お
み
な 

お
さ
な
児
を 

 
３ 

夏
草
香
る 

大
手
門 
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関
八
州
の 

大
砦 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

要
害
古
城
に 

向
わ
せ
し 

 
 

 
 

 

岩
肌
堅
く 

茂
る
松 

 
 

譜
代
の
城
主 

小
山
田
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

武
将
の
意
中 

知
る
や
君 

 
 

 
 

 

矢
立
の
杉
も 

色
増
し
ぬ 

あ
あ
甲
軍
の 

旗
頭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
あ
混
乱
の 

世
ぞ
悲
し 
 

 
 

 
 

あ
あ
岩
殿
の 

月
新
た 

 

 
 

あ
あ
甲
軍
の 

旗
頭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
あ
混
乱
の 

世
ぞ
悲
し 

 
 

 
 

 

あ
あ
岩
殿
の 

月
新
た 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

詩
吟 

英
雄
前
後
幾
興
亡 

剣
に
よ
っ
て 

帳
然
夕
陽
を
見
る 
（

乃
木
希
典

） 
 

 
 

    
 

 

 

岩
殿
山
上
の
碑 

 

乃
木
希
典 

陸
軍
大
将 

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
年
）
岩
殿
山
上
の
頂
き
に
立
ち
詠
ん
だ
漢
詩 

「
英
雄
前
後
幾
興
亡
剣
に
よ
っ
て
帳
然
夕
陽
を
見
る
」 
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（
前
頁
、
参
照
） 

『
信
長
公
記
』
『
甲
乱
記
』
『
甲
陽
軍
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
小
山
田

信
茂
は
織
田
家
に
投
降
を
試
み
た
が
信
忠
か
ら
「
武
田
勝
頼
を

裏
切
る
と
は
、
小
山
田
こ
そ
は
古
今
未
曾
有
の
不
忠
者
」
と
言

わ
れ
、

3

月

24

日
に
母
と
妻
子
、
武
田
信
堯
、
小
山
田
八
左

衛
門
、
小
菅
五
郎
兵
衛
ら
と
と
も
に
甲
斐
善
光
寺
（
甲
府
市
善

光
寺
）
で
処
刑
さ
れ
、
郡
内
領
は
無
主
と
な
っ
た
。
天
正
申
午

の
乱
後
、
甲
斐
武
田
遺
領
は
徳
川
氏
の
支
配
領
地
と
な
っ
た
。 

   

次
頁

、
甲
陽
軍
鑑
品

５７

原
文
（

新
人
物
往
来
社
版-

読
み
下
し
文
現
代
語
訳

） 

   

     

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A6%E7%94%B0%E4%BF%A1%E5%A0%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%8F%E5%B1%B1%E7%94%B0%E8%A1%8C%E6%9D%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%8F%E5%B1%B1%E7%94%B0%E8%A1%8C%E6%9D%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B2%E6%96%90%E5%96%84%E5%85%89%E5%AF%BA
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小
山
田
信
茂
公
顕
彰
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